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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更される こ とがあ り ます。このマニュアルに記載されている表現、情報、および

推奨事項は、すべて正確である と考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものと します。このマニュアルに記載されている製

品の使用は、すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡

ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述：この装置はテス ト済みであ り、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス A デジタル装置の制限に準拠している こ と

が確認済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したと きに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使

用、または放射する可能性があ り、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こ る こ

とがあ り ます。住宅地でこの装置を使用する と、干渉を引き起こす可能性があ り ます。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があ り ます。 

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述：この装置はテス ト済みであ り、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス B デジタル装置の制限に準拠している こ と

が確認済みです。これらの制限は、住宅地で使用したと きに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。本機器は、無線周波数エネルギーを生成、使用、または

放射する可能性があ り、指示に従って設置および使用しなかった場合、無線通信障害を引き起こす場合があ り ます。ただし、特定の設置条件において干渉が起き

ないこ と を保証する ものではあ り ません。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないよ うにして ください。干渉しているか

ど うかは、装置の電源のオン /オフによって判断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセン ト に機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビに詳しい技術者に連絡します。 

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC 認定が無効にな り、さ らに製品を操作する権限を失う こ とにな り

ます。 

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 

domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California. 

こ こに記載されている他のいかなる保証にも よ らず、各社のすべてのマニュアルおよびソフ ト ウェアは、障害も含めて「現状のまま」と して提供されます。シスコ

およびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないこ とに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する

保証をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものと します。
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C H A P T E R 1

概要

この章では、Cisco UCS C3260 高密度ス ト レージ システムの概要を示します。 

このシステムでサポート されるサーバ ノードについては、ご使用のサーバ ノードのサービス  
ノー ト を参照して ください。

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

C3X60 M3 サーバ ノードから  C3X60 M4 サーバ ノードへの移行手順については、C3X60 M4 サー
バ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード（E-1 ページ） を参照して く
ださい。

（注） 同じシステム内に M3 と  M4 サーバ ノードを混在させないでください。 

前面パネルの機能 
図 1-1 に、システムの前面パネルの機構を示します。システムは、取り外し可能な リ ムーバブル前
面ベゼルが取り付けられた状態で表示されます。LED の状態の定義については、前面パネルの 
LED（3-1 ページ） を参照して ください。 

図 1-1 前面パネルの機構
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背面パネルの機能
図 1-2 背面パネルの機能、C3260 システム 

1 操作パネル 6 温度ステータス  LED

2 システム電源ボタン /LED 7 電源装置ステータス  LED

3 システム  ユニッ ト識別ボタン /LED 8 ネッ ト ワーク  リ ンク  アクテ ィ ビテ ィ  LED

4 システム  ステータス  LED 9 引き出し型の資産タグ（前面ベゼルの下に表示
されない）

5 ファン  ステータス  LED 10 内蔵ド ラ イブのステータス  LED

1 サーバ ベイ  1 

• （オプシ ョ ン）I/O エクスパンダ（図を参照）
（C3X60 M4 サーバ ノードのみに接続） 

• （オプシ ョ ン）サーバ ノード

8 現時点ではサポート されていません。 

2 サーバ ベイ  2

• （オプシ ョ ン）サーバ ノード（図の C3X60 M4）

• （オプシ ョ ン）ド ラ イブ エクスパンダ モジュール

9 現時点ではサポート されていません。 

3 システム  I/O コン ト ローラ（SIOC） 

• サーバ ベイ  1 にサーバ ノードがある場合は 
SIOC 1 が必要 

• サーバ ベイ  2 にサーバ ノードがある場合は 
SIOC 2 が必要 

10 ソ リ ッ ド  ステート  ド ラ イブ ベイ（最大で 4 つの 2.5 インチ SAS 
SSD）

• サーバ 1 のベイ  1 および 2 の SSD には、サーバ ベイ  1 のサー
バ ノードが必要です

• サーバ 2 のベイ  1 および 2 の SSD には、サーバ ベイ  2 のサー
バ ノードが必要です

4 電源装置（4、2+2 と して冗長） 11 C3X60 M4 サーバ ノードのラベル（M4 SVRN）

注：このラベルは、C3X60 M4 サーバ ノードを識別します。C3X60 
M3 サーバ ノードにはラベルがあ り ません。
1-2
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交換可能なコンポーネン トの位置
こ こでは、次の内容について説明します。

• 主要シャーシ内で交換可能なコンポーネン ト （1-3 ページ）

• C3X60 M4 サーバ ノード内のコンポーネン ト （1-5 ページ）

• I/O エクスパンダ内のコンポーネン ト （1-5 ページ）

• システムの I/O コン ト ローラ内のコンポーネン ト （1-5 ページ）

主要シャーシ内で交換可能なコンポーネン ト

こ こでは、主要シャーシ内で交換可能なコンポーネン ト の位置を示します。背面パネルからアク
セスできるコンポーネン ト もあれば、上部カバーを開けてアクセスできるコンポーネン ト もあ
り ます。

図 1-3 のシステム上面図は、上部カバーを開けた状態を示します。 

（注） システムの内部ド ラ イブと冷却ファンはホッ ト スワ ップ可能であ り、上部カバーを開く と取り
付け/取り外しができます。システムをラ ッ クに収容して配線する場合には、電源コードや他の
ケーブルの長さに十分な余裕（スラ ッ ク）を持たせて ください。そのよ うにしておく と、システム
をスラ イ ド  レール上で十分に引き出して、上部カバーを開くための空間を確保できます。

5 40 Gb SFP+ ポート （SIOC ごとに 2 つ） 12 KVM コンソール コネク タ（サーバ ノードご とに 1 つ）

USB 2 個、VGA 1 個、シ リ アル コネク タ  1 個を装備した KVM ケー
ブルで使用

6 Chassis Management Controller（CMC）のデバッグ  
ファームウェア  ユーティ リ テ ィ  ポート （SIOC ご と
に 1 つ）

13 サーバ ノードのユニッ ト識別ボタン /LED

7 10/100/1000 専用管理ポート 、RJ-45 コネク タ（SIOC 
ごとに 1 つ）

14 サーバ ノードの電源ボタン

15 サーバ ノードの リ セッ ト  ボタン（サーバ ノードのチップセッ ト
を リ セッ ト ）
1-3
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図 1-3  主要シャーシ内で交換可能なコンポーネン ト（上面図と背面図） 

1 ファン  モジュール（4、ホッ ト スワ ップ可能） 

各ファン  モジュールには 2 つのファンが内蔵されて
います。 

5 システムの I/O コン ト ローラ（SIOC）（1 つまたは 2 つ）

2 ト ップローディ ング  ド ラ イブ ベイ（最大 56 台の 3.5 
インチ HDD または SSD、ホッ ト スワ ップ可能）

6 電源装置（4、2+2 と して冗長）

3 サーバ ベイ  1

• （オプシ ョ ン）I/O エクスパンダ（図を参照）（C3X60 M4 
サーバ ノードのみに搭載） 

• （オプシ ョ ン）サーバ ノード

7 2.5 インチ SAS SSD（最大 4 つ）

4 サーバ ベイ  2

• （オプシ ョ ン）サーバ ノード（図の C3X60 M4）

• （オプシ ョ ン）ド ラ イブ エクスパンダ モジュール
1-4
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交換可能なコンポーネン トの位置

C3X60 M4 サーバ ノード内のコンポーネン ト  
サーバ ノード内の交換可能コンポーネン ト の場所については、ご使用のサーバ ノードのサービ
ス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

I/O エクスパンダ内のコンポーネン ト

C3X60 M4 サーバ ノードに、サーバ ノードの上部に接続する、オプシ ョ ンの I/O エクスパンダが
含まれる場合があ り ます。I/O エクスパンダ内の交換可能コンポーネン ト の場所については、ご
使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

システムの I/O コン トローラ内のコンポーネン ト

こ こでは、シャーシの背面からアクセス可能な、システム  I/O コン ト ローラ（SIOC）内にある交換
可能なコンポーネン ト の位置を示します。以下の図は、モジュールのカバーを取り外した状態を
示します。

Cisco UCS C3260 SIOC には Cisco UCS VIC 1300 シ リーズの内蔵型チップが組み込まれているた
め、リ ムーバブル アダプタ  カードはあ り ません。

図 1-4 システムの I/O コン ト ローラ内で交換可能なコンポーネン ト

1 RTC バッテ リ  CR1632

30
50
39

1
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Cisco UCS C3260 アーキテクチャの概要
こ こでは、システムの管理およびデータ  アーキテクチャーの構成をハード ウェアの観点から概
説します。

管理アーキテクチャ

このシステムは、シャーシ管理コン ト ローラ（CMC）を使用してサーバ ノードを管理します。各
システム  I/O コン ト ローラ（SIOC）モジュールには、内蔵型 CMC が組み込まれています。2 つの 
SIOC を使用する場合、2 つの CMC がアクテ ィブ/スタンバイ構成で機能します。Cisco IMC イン
ターフェイスでログインしている  SIOC 内の CMC がアクテ ィブ CMC にな り ます。アクテ ィブ 
CMC を使用して、両方のサーバ ノードのボード管理コン ト ローラ（BMC）を管理できます。 

Cisco IMC インターフェイスを使用してサーバ ノードの BMC を管理するためにシステムに接
続する際は、SIOC 上のポート に物理的に接続する こ とにな り ます。Cisco IMC インターフェイス
にログインする場合は、システム管理 IP アド レスを使用します。各 CMC と各 BMC には、内部通
信のための IP アド レスもあ り ます。

すべてのユーザ インターフェイスは、アクテ ィブ CMC でのみ動作します。構成の変更は、アク
テ ィブ CMC と スタンバイ  CMC の間で自動的に同期されます。

次のいずれかの条件が発生する と、アクテ ィブ CMC はスタンバイ  CMC にフェールオーバーし
ます。

• アクテ ィブ CMC の リブー ト または障害が発生した場合。

• アクテ ィブ CMC を持つ SIOC が取り外された場合。

• アクテ ィブ CMC でネッ ト ワーク接続が失われた場合。

図 1-5 に、2 つのサーバ ノードが搭載されたシステムの例を示します。このシステムでは、両方の 
SIOC に SFP+ ポー トへの物理的な接続があ り ますが、SIOC 1 CMC が両方のサーバ ノードを管
理するアクテ ィブな CMC にな り ます。 

図 1-5 管理アーキテクチャ

図 1-5 に、サーバ ノードが 1 つと  SIOC が 1 つ搭載されたシステムの例を示します。この場合、ス
タンバイやフェールオーバーはあ り ません。
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Cisco UCS C3260 アーキテクチャの概要
図 1-6 管理アーキテクチャ

データ  アーキテクチャ

データ  プレーン  アーキテクチャでのコンポーネン ト間のアソシエーシ ョ ンは、管理プレーンの
場合とは異な り ます。図 1-7 に示す図は、デュアルサーバ システムの次のアソシエーシ ョ ンを示
しています。

• サーバ ノード  1 のデータ  バスは、SIOC 1 を介して接続します。 

• サーバ ノード  2 のデータ  バスは、SIOC 2 を介して接続します。 

• サーバ 1 の SSD 1 と  SSD 2 は、サーバ ノード  1 内の RAID コン ト ローラ  カードによって制
御できます。

• サーバ 2 の SSD 1 と  SSD 2 は、サーバ ノード  2 内の RAID コン ト ローラ  カードによって制
御できます。

図 1-7  デュアルサーバ システムのデータ  アーキテクチャ

図 1-8 に示す図は、シングルサーバ システムの次のアソシエーシ ョ ンを示しています。

• サーバ ノード  2 のデータ  バスは、SIOC 2 を介して接続します。 

• サーバ 2 の SSD 1 と  SSD 2 は、サーバ ノード  2 内の RAID コン ト ローラ  カードによって制
御できます。
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システム機能の概要
図 1-8 I/O エクスパンダを備えたシングルサーバ システムのデータ  アーキテクチャ

システム機能の概要
表 1-1 にシステムの機能を記載します。

.

表 1-1 Cisco UCS C3260 システムの機能

シャーシ 4 ラ ッ クユニッ ト （4RU）シャーシ。

プロセッサ • C3X60 M3 サーバ ノード：各サーバ ノード内の 2 つの Intel Xeon E5-2600 
v2 シ リーズ プロセッサ。

• C3X60 M4 サーバ ノード：各サーバ ノード内の 2 つの Intel Xeon E5-2600 
v4 シ リーズ プロセッサ。

メモ リ 各サーバ ノード内で最大 16 個の DIMM。

マルチビッ ト  エ
ラー保護

このシステムは、マルチビッ ト  エラー保護をサポー ト します。

ス ト レージ システムには次のス ト レージ  オプシ ョ ンがあ り ます。

• 最大 56 台の ト ップ ローディ ング  3.5 インチ ド ラ イブ

• オプシ ョ ンのド ラ イブ エクスパンダ モジュール内に最大 4 台の 3.5 イ
ンチ、リ ア  ローディ ング  ド ラ イブ

• 最大 4 台の 2.5 インチ、リ ア  ローディ ング  SAS ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ
イブ（SSD）

• サーバ ノード内に 1 台の 2.5 インチ、 NVMe SSD

ディ ス ク管理 このシステムは、最大 2 台のス ト レージ コン ト ローラをサポート しています。

• 各サーバ ノード内に Cisco ス ト レージ コン ト ローラ  カード用の専用メ
ザニン形式ソケッ ト  1 基

RAID バッ ク
アップ

supercap 電源モジュール（SCPM）は、RAID コン ト ローラ  カードにマウン ト
されます。

PCIe I/O オプシ ョ ンの I/O エクスパンダは、8x Gen 3 PCIe 拡張スロ ッ ト を  2 つ提供し
ます。 
1-8
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ネッ ト ワークお
よび管理 I/O

システムには、システム  I/O コン ト ローラ（SIOC）を  1 つまたは 2 つ搭載でき
ます。それによ り、背面パネル管理とデータ接続が可能にな り ます。 

• SIOC ご とに 2 つの SFP+ 40 Gb ポート  

• SIOC ご とに 1 つの 10/100/1000 イーサネッ ト専用管理ポート

サーバ ノードご とに、KVM ケーブルで 2 つの USB を接続できる  1 つの背面
パネル KVM コネク タ、1 つの VGA DB-15 コネク タ、1 つのシ リ アル DB-9 コ
ネク タがあ り ます。

電源 2 台または 4 台の電源装置、各 1050 W（ホ ッ ト スワ ップ可能で 2+2 冗長）。

冷却 前面から背面に冷却を引き出す 4 つの内蔵ファン  モジュール、ホッ ト スワ ッ
プ可能。各ファン  モジュールには 2 つのファンが内蔵されています。

さ らに、各電源にはファンが 1 個あ り ます。

ベースボード
管理

Cisco Integrated Management Controller（Cisco IMC）フ ァームウェア。

Cisco NIC モードの設定に応じて、Cisco IMC へのアクセスには、 
SIOC 専用管理ポート または SIOC SFP+ ポート を使用できます。

管理アーキテクチャ（1-6 ページ）も参照して ください。

表 1-1 Cisco UCS C3260 システムの機能（続き）
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C H A P T E R 2

システムのインストール

この章では、サーバの設置方法について説明します。この章の内容は次のとおりです。

• システムの開梱と点検（2-1 ページ）

• システムの設置準備（2-2 ページ）

• ラ ッ クへのシステムの設置（2-4 ページ）

• システムの初期セッ ト アップ（2-9 ページ）

• NIC モードおよび NIC 冗長化の設定（2-15 ページ）

• システム  BIOS および Cisco IMC ファームウェア（2-16 ページ）

（注） システムの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information for 
Cisco UCS C-Series Servers』を参照して重要な安全情報を確認して ください。

警告 安全上の重要な注意事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱い作
業を行う ときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意して く ださい。警告の
各国語版は、各注意事項の番号を基に、装置に付属の「Translated Safety Warnings」を参照して く
ださい。
ステー ト メ ン ト  1071

システムの開梱と点検

注意 このシステムの重量は、コンポーネン ト をフル搭載した状態で約 86 kg（190 ポンド）です。システ
ムを持ち上げる と きは、2 人以上で行うか、リ フ ト を使用する こ と を推奨します。この手順を  1 人
で実行しよ う とする と、怪我や機器の損傷を招くおそれがあ り ます。システムを移動する と きに
は、ハード  ド ラ イブなどのコンポーネン ト を一時的に取り外すこ とを検討して ください。

注意 内部システム  コンポーネン ト を取り扱う と きは、静電気防止用ス ト ラ ップを着用し、モジュール
のフレームの端のみを持つよ うにして ください。 
2-1
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システムの設置準備
（注） シャーシは厳密に検査した う えで出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合
には、ただちにカスタマー サービス担当者に連絡して ください。 

ステップ 1 段ボール箱からシステムを取り出します。梱包材はすべて保管しておいて ください。

ステップ 2 カスタマー サービス担当者から提供された機器リ ス ト と梱包品の内容を照合します。すべての
品目が揃っている こ と を確認して ください。

ステップ 3 破損の有無を調べ、内容品の間違いや破損がある場合には、カスタマー サービス担当者に連絡し
て ください。次の情報を用意しておきます。 

• 発送元の請求書番号（梱包明細を参照）

• 破損している装置のモデルとシ リ アル番号

• 破損状態の説明

• 破損による設置への影響

システムの設置準備
こ こでは、システムの設置準備について説明します。この項の内容は次のとおりです。

• 設置に関するガイ ド ラ イン（2-2 ページ）

• ラ ッ クに関する要件（2-3 ページ）

• 工具の要件（2-3 ページ）

• スラ イ ド  レールの調整範囲（2-3 ページ）

設置に関するガイドライン

警告 システムの過熱を防ぐため、最大推奨周囲温度の 35° C （95° F） を超えるエリアで操作しないで
く ださい。 
ステート メン ト  1047

警告 いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケッ トにすぐ手が届く状態にしてお
いて く ださい。
ステート メン ト  1019

警告 この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されてい
ます。この保護装置の定格が 250 V、15 A 以下であることを確認します。
ステート メン ト 1005

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。
ステート メン ト 1074
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システムの設置準備
システムを設置する際には、次のガイ ド ラ インに従って ください。

• システムを設置する前に、設置場所を検討して準備します。設置場所を計画する際に推奨さ
れる作業については、『Cisco UCS Site Preparation Guide』を参照して ください。

• システムの周囲に、保守作業および十分な通気を行えるスペースがある こ と を確認します。
このシステムでのエアーフローは、前面から背面に流れます。

• 空調が、システムの仕様（A-1 ページ）に記載された温度要件に適合している こ と を確認し
ます。

• キャビネッ ト またはラ ッ クが、ラ ッ クに関する要件（2-3 ページ）に記載された要件に適合し
ている こ と を確認します。

• 設置場所の電源が、システムの仕様（A-1 ページ）に記載された電源要件に適合している こ と
を確認します。使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用できます。 

ラックに関する要件

こ こでは、標準的なオープン  ラ ッ クに関する要件を示します。この要件は、周囲温度が 41°F ～ 
95°F（5°C ～ 35°C）の範囲にある こ と を前提と します。

次のタイプのラ ッ クを使用する必要があ り ます。

• 標準的な 19 インチ（48.3 cm）幅 4 支柱 EIA ラ ッ ク（ANSI/EIA-310-D-1992 のセクシ ョ ン  1 に
準拠した英国ユニバーサル ピッチに適合するマウン ト支柱付き）。 

• 付属のスラ イ ド  レールを使用する場合、ラ ッ ク支柱の穴は、0.38 インチ（9.6 mm）の正方形、
0.28 インチ（7.1 mm）の丸形、#12-24 UNC、または #10-32 UNC にな り ます。

• 各システムの縦方向のラ ッ ク  スペース と して、少な く と も  2 RU、つま り  7 インチ（17.78 cm）
を確保する必要があ り ます。 

工具の要件

このシステム用にシスコから提供されるスラ イ ド  レールの場合、設置先のラ ッ クに 0.38 インチ
（9.6 mm）の正方形、0.28 インチ（7.1 mm）の丸形、または #12-24 UNC のネジ穴があれば、設置用の
工具は必要あ り ません。 

スライド  レールの調整範囲

このシステムのスラ イ ド  レールの調整範囲は 26 ～ 36 インチ（660 ～ 914 mm）です。

ケーブル マネジメン ト  アームの寸法

オプシ ョ ンのケーブル マネジメ ン ト  アーム（CMA）を使用する場合、長さの要件がさ らに追加さ
れます。

• サーバの背面から  CMA の背面までの距離は、137.4 mm（5.4 インチ）追加されます。

• CMA を含むサーバの全長は、874 mm（34.4 インチ）です。
2-3
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ラックへのシステムの設置
ラックへのシステムの設置
こ こでは、次の内容について説明します。

• スラ イ ド  レールの取り付け（2-4 ページ）

• ケーブル マネジメ ン ト  アーム（省略可能）の取り付け（2-7 ページ）

• ケーブル マネジメ ン ト  アーム（省略可能）の取り付けを逆にする（2-9 ページ）

警告 ラックへのユニッ トの設置や、ラ ック内のユニッ トの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐた
め、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認して く ださい。次のガイド ライン
は、安全に作業を行ってもら うために用意してあります。この装置がラックに搭載する唯一の装置で

ある場合は、ラ ッ クの一番下に取り付けて く ださい。

ラ ッ クに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付けます。ラ ッ

クにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラ ッ クに装置を設置したり、ラ ッ ク

内の装置を保守したり して く ださい。ステート メン ト  1006

スライド  レールの取り付け

ステップ 1 スラ イ ド  レール アセンブ リの内側レールを取り外します（図 2-1 を参照）。

a. レールの リ リース  ラ ッチの後部を押し下げ、内側レールを止まる と ころまで引き出します。

b. 内側レールの リ リース  ク リ ップを押し下げたまま、レール アセンブ リから内側レールを引
き出します。

図 2-1 アセンブリからの内側レールの取り外し

1 レールの リ リース  ラ ッチ（ク ローズアップ 
ビュー）

2 内側レールの リ リース  ク リ ップ
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ラックへのシステムの設置
ステップ 2 システムの側面に内側レールを取り付けます（図 2-2 を参照）。

a. レール内の 10 個の鍵付きスロ ッ ト がシステムの側面にある  10 個のペグと整列するよ うに、
システムの片側に内側レールの位置を合わせます。 

b. 鍵付きのスロ ッ ト をペグ上に設定し、レールを後方にスラ イ ド してペグ上の所定の位置に固
定します。

c. 2 つ目の内側レールをシステムの反対側に取り付けます。

図 2-2 システムの側面への内側レールの装着

ステップ 3 スラ イ ド  レールをラ ッ クに取り付けます（図 2-3 を参照）。

a. 片側のスラ イ ド  レール部品の前端を、使用する前面ラ ッ ク支柱の穴の位置に合わせます。

スラ イ ド  レールの前部がラ ッ ク支柱の外側を回り込むよ うに配置され、取り付けペグが外
側の前部から ラ ッ ク支柱の穴に入り ます。

b. カチッ と音がしてロ ッ ク されるまで、ラ ッ ク支柱の穴に前側の取り付けペグを押し込みます。

c. 背面ラ ッ ク支柱が完全に水平になるよ うにスラ イ ド  レールの長さを調整します。

d. 背面ペグのスプ リ ング  ラ ッチを外し、背面の取り付けペグを背面ラ ッ ク支柱の穴に押し込
みます。 

背面取り付けペグを、ラ ッ ク支柱の内側から背面ラ ッ ク支柱の穴に入れます。

e. 背面ペグのスプ リ ング  ラ ッチを外し、背面ペグを所定の位置に固定します。

f. 2 つ目のスラ イ ド  レール部品を、ラ ッ クの反対側に取り付けます。2 つのスラ イ ド  レール部
品が同じ高さであ り、水平になっている こ と を確認します。

1 システム背面 2 内側レール
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ラックへのシステムの設置
図 2-3 ラック支柱へのレール アセンブリの取り付け

ステップ 4 所定の位置に収まって留まるまで、各アセンブ リの中間スラ イ ド  レールをラ ッ ク前方へ引き出
します（図 2-4 を参照）。

ステップ 5 内側レールを取り付けたシステムを中間レール内に差し込みます。

注意 このシステムの重量は、コンポーネン ト をフル搭載した状態で約 86 kg（190 ポンド）です。システ
ムを持ち上げる と きは、2 人以上で行うか、リ フ ト を使用する こ と を推奨します。この手順を  1 人
で実行しよ う とする と、怪我や機器の損傷を招くおそれがあ り ます。システムを移動する と きに
は、ハード  ド ラ イブなどのコンポーネン ト を一時的に取り外すこ とを検討して ください。

a. システムの側面に装着されている内側レールの後部を、ラ ッ ク上の空の中間レールの前部に
合わせます。

b. 内部の停止位置に収まるまで、システムを中間レールに押し込みます。

c. 各内側レールの リ リース  ク リ ップを内側に押し下げ、前面スラム  ラ ッチがラ ッ ク支柱とか
み合う まで、システムをラ ッ ク内に押し込み続けます（図 2-4 を参照）。

注意 ラ ッ クにシステムを押し込む前に、リ リース  ク リ ップが両方と も外れている こ と を確認します。
レールを損傷しないよ うに、ゆっ く り とシステムをレールに押し込みます。

1 前面の取り付けペグ。外側の前部から ラ ッ
ク支柱の穴に入れます。

3 背面ペグのスプ リ ング  ラ ッチ

2 背面の取り付けペグ。後方内部から ラ ッ ク
支柱の穴に入れます。
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図 2-4 ラック支柱へのレール アセンブリの取り付け

ステップ 6 （任意）スラ イ ド  レールに付属の 2 本のネジを使用して、システムをしっか り と ラ ッ ク内に固定
します。たとえば、システムを設置したラ ッ クを移動する場合に、これらのネジを取り付けます。

システムをスラ イ ド  レールに完全に押し込んだ状態で、システム前面のヒ ンジ付きスラム  ラ ッ
チのレバーを開き、レバーの下にある穴からネジを挿入します。ネジがラ ッ ク支柱のレールの静
止部分に挿入され、システムが引き抜かれるのを防ぎます。反対のスラム  ラ ッチについても行っ
て ください。 

注意 システムをラ ッ クの外に引き出すと、内部ロ ッ ク停止位置で停止します。ラ ッ クからシステムを
取り外すのでない限り、内側レールの リ リース  ク リ ップを押し下げないでください（図 2-4 を参
照）。内側レールの リ リース  ク リ ップを押し下げる と、中間レールの全長にわたってシステムが
スラ イ ドするため、怪我や機器の損傷を招くおそれがあ り ます。

ケーブル マネジメン ト  アーム（省略可能）の取り付け

（注） システムの内部ド ラ イブと冷却ファンはホッ ト スワ ップ可能であ り、上部カバーを開く と取り
付け/取り外しができます。システムをラ ッ クに収容して配線する場合には、電源ケーブルや他の
ケーブルの長さに十分な余裕（スラ ッ ク）を持たせて ください。そのよ うにしておく と、システム
をスラ イ ド  レール上で十分に引き出して、上部カバーを開くための空間を確保できます。

1 外部レールから引き出した中間レール 3 内側レールの リ リース  ク リ ップ

2 システムに取り付けた内側レール
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ラックへのシステムの設置
CMA は左右逆に取り付ける こ とができます。CMA を逆に取り付けるには、取り付ける前に ケー
ブル マネジメ ン ト  アーム（省略可能）の取り付けを逆にする（2-9 ページ） を参照して ください。

ステップ 1 システムをラ ッ クに完全に押し込んだ状態で、システムから最も離れた CMA アームの CMA タ
ブを、ラ ッ ク支柱に装着された固定スラ イ ド  レールの終端にスラ イ ド させます（図 2-5 を参照）。
カチッ と音がしてロ ッ ク されるまで、タブをレールの終端にスラ イ ド させます。

ステップ 2 システムに最も近い CMA タブを、システムに装着された内側レールの終端にスラ イ ド させます
（図 2-5 を参照）。カチッ と音がしてロ ッ ク されるまで、タブをレールの終端にスラ イ ド させます。

ステップ 3 ラ ッ クの幅に一致するまで、CMA アセンブ リの反対側の終端にある幅調整スラ イダを引き出し
ます（図 2-5 を参照）。

ステップ 4 幅調整スラ イダの終端にある  CMA タブを、ラ ッ ク支柱に装着された固定スラ イ ド  レールの終
端にスラ イ ド させます（図 2-5 を参照）。カチッ と音がしてロ ッ ク されるまで、タブをレールの終
端にスラ イ ド させます。

ステップ 5 各プラスチッ ク製ケーブル ガイ ドの上部でヒ ンジ付きフラ ップを開き、必要に応じてケーブル 
ガイ ドを通してケーブルを配線します。

図 2-5 スライ ド  レールの背面へのケーブル マネジメン ト  アームの装着

1 システムから最も離れたアームの CMA タ
ブと外側の固定スラ イ ド  レールの終端

3 幅調整スラ イダの CMA タブと外側の固定
スラ イ ド  レールの終端

2 システムに最も近いアームの CMA タブと
システムに装着された内側のスラ イ ド  
レールの終端

4 システム背面
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システムの初期セッ トアップ

ケーブル マネジメン ト  アーム（省略可能）の取り付けを逆にする

ステップ 1 CMA アセンブ リ全体を  180 度回転させます。プラスチッ ク製ケーブル ガイ ドは、上を向いたま
まにしておく必要があ り ます。

ステップ 2 システムの背面を向く よ うに、各 CMA アームの終端でタブを反転させます。

ステップ 3 幅調整スラ イダの終端にあるタブを回転させます。タブの外側の金属ボタンを長押しし、システ
ムの背面を向く よ うにタブを  180 度回転させます。

図 2-6 CMA の反転

システムの初期セッ トアップ
以下に示すのは、セッ ト アップ手順の概要と、各手順について説明している このドキュ メ ン ト の
セクシ ョ ンです。

1. 作業を開始する前に、デフォル ト のネッ ト ワーク設定を確認します。

デフォル ト のネッ ト ワーキング設定（2-10 ページ）

2. 5 つの IP アド レスを設定する とい う要件に注意します。

システム  IP アド レス（2-10 ページ）

3. DHCP サーバの使用を計画している場合は、その要件を確認します。

DHCP の要件（2-10 ページ）

4. ケーブルを接続してシステムの電源を入れ、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を開始します。

システムの接続とセッ ト アップ ユーテ ィ リ テ ィの起動（2-11 ページ）

5. Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を使用してネッ ト ワーク設定を行います。

Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を使用したシステムのセッ ト アップ（2-13 ページ）

6. スタテ ィ ッ ク  IP のみ：Cisco IMC 管理インターフェイスを使用して、CMC および BMC の IP 
アド レスを設定します。

CMC および BMC のスタテ ィ ッ クな内部 IP アド レスの設定（2-15 ページ）

1 幅調整スラ イダの終端の CMA タブ 2 回転用金属ボタン
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システムの初期セッ トアップ
デフォルトのネッ トワーキング設定

システムは次の設定で出荷されます。

• デフォルトの NIC モードは、[Cisco Card] です。いずれかの SIOC 上の SFP+ ポートが、Cisco 
Integrated Management Controller（Cisco IMC）インターフェイスへのアクセスに使用されます。 

Cisco IMC へのアクセスに 10/100/1000 専用管理ポート を使用する場合は、システムに接続
し、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を使用したシステムのセッ ト アップ（2-13 ページ） の説明
に従って NIC モードを専用に変更できます。 

• デフォル ト の NIC の冗長性は active-active です。 

• DHCP は、デフォル ト ではイネーブルです。 

• IPv4 は、デフォル ト ではイネーブルです。 

システム IP アドレス

Cisco UCS C3260 システムは、最大 5 つの IP アド レスを設定できます。

（注） システム内に存在するすべてのコン ト ローラは、相互に通信するために、割り当てられた IP アド
レスが必要です。すべての IP アド レスは DHCP サーバで割り当てる こ とができます。ユーザが
固定 IP アド レスを割り当てる こ と もできます。 

• 管理 IP：これは、システム全体の仮想 IP アド レスです。このアド レスには、システムの Cisco 
IMC インターフェイスに、SIOC 1 または SIOC 2 のアクテ ィブ シャーシ管理コン ト ローラへ
の LAN 接続経由でアクセスする と きにログインします（Cisco UCS C3260 アーキテクチャの
概要（1-6 ページ） を参照）。

• SIOC 1 CMC IP：これは SIOC 1 のシャーシ管理コン ト ローラ（CMC）の内部アド レスです。こ
のアド レスは DHCP サーバによって割り当てる こ とができます。または、Cisco IMC イン
ターフェイスを使用してスタテ ィ ッ ク  アド レスを設定する こ と もできます。

• SIOC 2 CMC IP：これは SIOC 2 の CMC の内部アド レスです（インス トールされている場
合）。このアド レスは DHCP サーバによって割り当てる こ とができます。または、Cisco IMC 
インターフェイスを使用してスタテ ィ ッ ク  アド レスを設定する こ と もできます。 

• サーバ 1 BMC IP：これはサーバ ノード  1 のボード管理コン ト ローラ（BMC）の内部アド レス
です。このアド レスは DHCP サーバによって割り当てる こ とができます。または、Cisco IMC 
インターフェイスを使用してスタテ ィ ッ ク  アド レスを設定する こ と もできます。

• サーバ 2 BMC IP：これはサーバ ノード  2 の BMC の内部アド レスです（インス トールされて
いる場合）。このアド レスは DHCP サーバによって割り当てる こ とができます。または、Cisco 
IMC インターフェイスを使用してスタテ ィ ッ ク  アド レスを設定する こ と もできます。

DHCP の要件

システムを リ モー ト で設定するには、システム と同じネッ ト ワーク上に DHCP サーバが存在す
る必要があ り ます。DHCP サーバには、システム  I/O コン ト ローラ（SIOC）内のシャーシ管理コン
ト ローラ（CMC）の MAC アド レス範囲があらかじめ設定されている必要があ り ます。各 SIOC に
は、割り当てられた一連の 6 つの MAC アド レスがあ り ます。ラベルに印字されている  MAC アド
レスは、6 つの連続 MAC アド レスの最初の部分を定義している ものです。 
2-10
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システムの初期セッ トアップ
MAC アド レスは SIOC リ リース  レバーのラベルに印字されています（図 2-7 を参照）。SIOC がシ
ステムにインス トールされている場合、ラベルを確認するには、レバーをわずかに開く必要があ
り ます。 

図 2-7 MAC アドレスのラベル 

システムの接続とセッ トアップ ユーティ リテ ィの起動

この手順では、システム全体を管理するために使用する管理 IP アド レスを割り当てる方法を示
します。また、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィの初期設定について説明します。 

（注） 40G から  10G までのスプ リ ッ タ  ケーブルを使用する場合、関連する  Nexus スイ ッチ上の 4 つの
各 10G グループに対してポート  チャネルを使用し、STP 遷移時間を削減するよ うに各ポート  
チャネルで「spanning-tree port type edge trunk」を設定する必要があ り ます。

ステップ 1 電源コードをシステムの各電源装置に接続し、次に、接地された AC 電源コンセン ト に各コード
を接続します。初回のブート時には、サーバ ノードが起動してスタンバイ電源モードになるまで
に約 2 分かかり ます。 

システムの電源ステータスは、前面パネルのシステムの電源ステータス  LED で確認できます
（図 1-1（1-1 ページ） を参照）。LED がオレンジの場合、サーバはスタンバイ電源モードです。 

ステップ 2 システムの背面にあるいずれかのサーバ ノードの KVM コネク タに KVM ケーブル（Cisco PID 
N20-BKVM）を接続します（図 2-8 を参照）。 

ステップ 3 USB キーボード と  VGA モニタを  KVM ケーブルに接続します。 

ステップ 4 両方の SIOC で SFP+ ケーブルを  SFP+ コネク タに接続します（図 2-8 を参照）。

1 SIOC の リ リース  レバー上の MAC アド レ
スのラベル
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システムの初期セッ トアップ
（注） 専用の管理ポート を使用してサーバを管理するよ うに NIC モードを変更する こ と を計画してい
る場合は、さ らに SIOC 上で RJ-45 イーサネッ ト  ケーブルを管理ポート に接続します（図 2-8 を
参照）。

ステップ 5 前面パネルの電源ボタンを  4 秒間長押しして、システムを起動します。

ステップ 6 Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を開きます。 

a. 前面パネルの電源ボタンを  4 秒間長押しして、システムを起動します。F8 を押すよ うにとの
プロンプ ト画面が表示されるのを待ちます。

b. ブート アップ時に、Cisco IMC 設定ユーティ リ ティ を開く よ う求められたら  F8 を押します。 

このユーテ ィ リ テ ィには 3 つのウ ィ ン ド ウがあ り、F1 または F2 を押すこ とで切り替える こ
とができます。 

（注） Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を初めて開始する と、デフォル ト のパスワードの変更を
要求するプロンプ ト が表示されます。

ステップ 7 Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を使用したシステムのセッ ト アップ（2-13 ページ）に進みます。

図 2-8 セッ トアップ用の背面パネル コネクタ

1 40 Gb SFP+ ポート （SIOC ご とに 2 つ） 3 各サーバ ノードの KVM コンソール コネ
ク タ

2 10/100/1000 専用管理ポート
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システムの初期セッ トアップ
 

Cisco IMC 設定ユーティ リテ ィを使用したシステムのセッ トアップ 
システムに接続して、起動時に F8 を押して Cisco IMC 設定ユーテ ィ リ テ ィ を開いた後に、次の手
順を実行します。 

ステップ 1 NIC モード と  NIC 冗長性を設定します。 

a. [NIC Mode]：NIC モードは、Cisco IMC 管理インターフェイスのアクセスに使用するポート を
選択するために設定します。

• [Cisco Card]（デフォル ト ）：アクテ ィブな SIOC 上の SFP+ ポー ト が、Cisco IMC にアクセスす
るために使用されます。NIC 冗長化設定を選択する必要があ り ます。 

• [Dedicated]：Cisco IMC へのアクセスには、アクテ ィブな SIOC の専用 RJ-45 管理ポート が使
用されます。この NIC モードの唯一の NIC 冗長化設定は、[None] です。 

• [Active SIOC Slot]：この値は変更できません。このフ ィールドは、どの SIOC/シャーシ管理コ
ン ト ローラがアクテ ィブであるかを示します。2 つの SIOC は、active-standby フェールオー
バー関係で動作します（管理アーキテクチャ（1-6 ページ） を参照）。 

b. [NIC redundancy]：次の 3 つの NIC 冗長化設定を使用できます。

• [Active-active]（デフォル ト ）：すべての SFP+ ポート が同時に使用されます。この設定は、NIC 
モードが [Cisco Card] である場合のみ使用できます。 

• [Active-standby]：アクテ ィブな SFP+ ポー ト に障害が発生した場合、スタンバイ  ポート に ト
ラフ ィ ッ クがフェールオーバーします。この設定は、NIC モードが [Cisco Card] である場合の
み使用できます。

• [None]：ポー トは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバーを行いません。この
設定は、専用 NIC モードでのみ使用できます。

ステップ 2 IPv4（デフォル ト ）を使用するか、または IPv6 を使用するかを選択します。

IPv6 の使用を選択した場合、IPv4 の詳細は、画面のスペース制約によ り非表示にな り ます。

ステップ 3 DHCP のイネーブル（デフォル ト ）を維持するか、またはディセーブルにしてスタテ ィ ッ ク  ネッ
ト ワーク設定を入力するかを選択します。

（注） DHCP サーバを使用しており、SFP+ ケーブルが SIOC に接続されていれば、管理 IP アド レス と
ネッ ト ワーク設定はすでに入力されています。DHCP をディセーブルにする場合は、ユーザ固有
のスタテ ィ ッ ク管理 IP アド レス とネッ ト ワーク設定を設定する必要があ り ます。

スタテ ィ ッ ク  IPv4 および IPv6 設定には次が含まれます。

• 管理 IP アド レス（Cisco IMC インターフェイスへのアクセスに使用するアド レス）。

• プレフ ィ ッ ク ス /サブネッ ト 。 

IPv6 の場合、有効な値は 1 ～ 127 です。

• ゲート ウェ イ。 

IPv6 の場合、ゲート ウェイがわからない場合は、::（コ ロン  2 つ）を入力して none のままに設
定する こ とができます。

• 優先 DNS サーバ アド レス。 

IPv6 の場合、::（コ ロン  2 つ）を入力してこれを  none のままに設定する こ とができます。

ステップ 4 任意：このユーテ ィ リ テ ィ を使用して、VLAN 設定を行います。

（注） ウ ィ ン ド ウを切り替える前に、F10 を押して変更内容を保存します。
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ステップ 5 F1 を押して 2 番目の設定ウ ィ ン ド ウに移動したら、次のステップに進みます。 

2 番目のウ ィ ン ド ウで F2 を押すと、最初のウ ィ ン ド ウに戻る こ とができます。 

ステップ 6 任意：ホス ト名を設定します。

ステップ 7 任意：ダイナ ミ ッ ク  DNS をイネーブルにし、ダイナ ミ ッ ク  DNS（DDNS）ド メ インを設定します。

ステップ 8 任意：[Factory Default] チェ ッ クボッ ク スには、次の 2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

• [Server Controller Configuration]：選択したサーバ ノードはその工場出荷時のデフォル ト状態
に戻され、選択したサーバ/ホス ト が リブー ト します。 

• [Chassis Controller Configuration]：SIOC 内のどちらの CMC も工場出荷時のデフォル ト状態
に設定されます。 

ステップ 9 任意：デフォル ト のユーザ パスワードを設定します。

ステップ 10 任意：ポー ト で自動ネゴシエーシ ョ ン機能を使用しないよ うにする場合は、SIOC 上の 
10/100/1000 専用管理ポート のポー ト  プロパティ を設定します。 

ステップ 11 任意：ポー ト  プロファ イルとポー ト名を リ セッ ト します。 

（注） ウ ィ ン ド ウを切り替える前に、F10 を押して変更内容を保存します。

ステップ 12 F1 を押して 3 番目の設定ウ ィ ン ド ウに移動し、次のステップに進みます。 

3 番目のウ ィ ン ド ウで F2 を押すと、最初のウ ィ ン ド ウに戻る こ とができます。 

ステップ 13 （任意）SIOC SFP+ ポー ト のポー ト速度を  40 Gbps または 4x10 Gbps に設定します。

[Adapter-1] は SIOC 1 を意味し、[Adapter-2] は SIOC 2 を意味します（存在する場合）。

（注） システムが Cisco IMC 2.0(9) 以降を実行している場合、デフォル ト の設定は [Auto] であ
り、導入されているネッ ト ワークを自動的に調整します。

（注） 40G から  10G までのスプ リ ッ タ  ケーブルを使用する場合、関連する  Nexus スイ ッチ上の 
4 つの各 10G グループに対してポー ト  チャネルを使用し、STP 遷移時間を削減するよ う
に各ポート  チャネルで「spanning-tree port type edge trunk」を設定する必要があ り ます。

ステップ 14 F5 を押して設定を更新します。新しい設定が表示され、メ ッセージ「ネッ トワーク設定が設定されまし

た（Network settings configured）」が表示されるまでに約 45 秒かかる場合があ り ます。その後、
次のステップでサーバを再起動します。

ステップ 15 F10 を押して設定を保存し、サーバを リブー ト します。

（注） DHCP をイネーブルのままにしておく こ と を選択した場合、動的に割り当てられた  IP ア
ド レス と  MAC アド レスがブート アップ時にコンソール画面に表示されます。

ステップ 16 サーバ ノードから  KVM ケーブルを取り外します。

（注） SIOC の各 CMC とサーバ ノードの各 BMC には、システムが稼働するために、割り当てられた内
部 IP アド レスが必要です（システム  IP アド レス（2-10 ページ） を参照）。DHCP をイネーブルにす
る と、DHCP サーバがそれらのアド レスを割り当てるので、追加の手順は不要です。
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ステップ 17 スタテ ィ ッ ク  IP を設定する（DHCP がディセーブルである）場合にのみ実行する手順：CMC お
よび BMC の内部 IP アド レスを、CMC および BMC のスタテ ィ ッ クな内部 IP アド レスの設定
（2-15 ページ）の説明に従って、Cisco IMC インターフェイスを使用して設定します。

CMC および BMC のスタティ ックな内部 IP アドレスの設定

（注） DHCP をイネーブルのままにしておく場合、DHCP サーバが CMC と  BMC の IP アド レスを設定
するので、これらの手順は不要です。スタテ ィ ッ ク  IP アド レスを手動で設定する場合にのみ、以
下の手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザとシステム管理 IP アド レスを使用して、Cisco IMC 管理インターフェイスに接続し
ます。 

ステップ 2 ログイン  ページにログインします。システムのデフォル ト のユーザ名は admin です。デフォル ト  
パスワードは password です。

[Chassis/Summary] ページが開きます。管理 IP アド レスが表示されます。各 CMC の IP アド レス
は、DHCP サーバによって割り当てられている場合にのみ、この時点で表示されます。

ステップ 3 左上隅のメニュー ボタンをク リ ッ ク し、 [Admin] > [Networking] を選択します。

[Networking/Network Settings] ページが開きます。

ステップ 4 [Individual Settings] 領域までスク ロールダウンします。

ステップ 5 CMC1、CMC2、BMC1、BMC2 用のスタテ ィ ッ ク  IP アド レスを入力します。

（注） 選択可能なすべてのコンポーネン ト  IP アド レスは、一緒に設定して設定を完了する必要があ り
ます。部分的にしか設定しない場合、エラーが発生し、その部分的な設定は保存されません。

この作業は、管理 GUI または CLI インターフェイスを使用して実行できます。詳細については、
『Cisco UCS C-Series Integrated Management Controller GUI Configuration Guide for C3260 Servers』
または『Cisco UCS C-Series Integrated Management Controller CLI Configuration Guide for C3260 
Servers』を参照して ください。各種構成ガイ ドの リ ス トはこちらです。

NIC モードおよび NIC 冗長化の設定

NIC モード

次の NIC モード設定から選択できます。

• [Cisco Card]（デフォル ト ）：アクテ ィブな SIOC 上の SFP+ ポー ト が、Cisco IMC にアクセスす
るために使用されます。NIC 冗長化設定を選択する必要があ り ます。 

• [Dedicated]：いずれかの SIOC の専用 RJ-45 管理ポート が、Cisco IMC にアクセスするために
使用されます。この NIC モードの唯一の NIC 冗長化設定は、[None] です。 
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NIC 冗長化

次の NIC 冗長設定から選択できます。

• [Active-active]（デフォル ト ）：すべての SFP+ ポート が同時に使用されます。この設定は、NIC 
モードが [Cisco Card] である場合のみ使用できます。 

• [Active-standby]：アクテ ィブな SFP+ ポー ト に障害が発生した場合、スタンバイ  ポー ト に ト
ラフ ィ ッ クがフェールオーバーします。この設定は、NIC モードが [Cisco Card] である場合の
み使用できます。

• [None]：ポー トは個別に動作し、問題が発生した場合にフェールオーバーを行いません。この
設定は、専用 NIC モードでのみ使用できます。

システム BIOS および Cisco IMC ファームウェア 
こ こでは、システム  BIOS について説明します。次の項目を取り上げます。

• BIOS および Cisco IMC ファームウェアの更新（2-16 ページ）

• システム  BIOS へのアクセス（2-17 ページ）

BIOS および Cisco IMC ファームウェアの更新

注意 BIOS ファームウェアをアップグレードする場合、Cisco IMC ファームウェアも同じバージ ョ ン
にアップグレードする必要があ り ます。アップグレード しないと、システムが起動しません。
BIOS と  Cisco IMC ファームウェアが一致するまでシステムの電源をオンにしないでください。
この状態でオンにする と、システムがブート しな く な り ます。 

システムには、シスコが提供し、承認しているファームウェアが使用されています。シスコは、各
ファームウェア  イ メージと共に リ リース  ノー ト を提供しています。ファームウェアを更新する
には、いくつかの方法があ り ます。

• 推奨される方法：Cisco Host Upgrade Utility を使用して、Cisco IMC、BIOS、および他のコン
ポーネン ト  ファームウェアを互換性のあるレベルに同時にアップグレード します。 

ファームウェア  レベルについては、下記のマニュアル ロードマップ リ ンクにある『Cisco 
Host Upgrade Utility Quick Reference Guide』を参照して ください。

• EFI インターフェイスを使用して  BIOS をアップグレードするか、Windows または Linux プ
ラ ッ ト フォームからアップグレード します。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server BIOS Upgrade Guide』を参照して ください。

• Cisco IMC の GUI インターフェイスを使用して  Cisco IMC と  BIOS ファームウェアをアップ
グレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server Configuration Guide』を参照して ください。

• Cisco IMC の CLI インターフェイスを使用して Cisco IMC と  BIOS ファームウェアをアップ
グレードできます。

『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Servers CLI Configuration Guide』を参照して ください。

• Cisco IMC XML API インターフェイスを使用して  Cisco IMC と  BIOS ファームウェアをアッ
プグレードできます。

『Cisco UCS Rack-Mount Servers CIMC XML API Programmer’s Guide』を参照して ください。
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上記のマニュアルへの リ ンクについては、次の URL にあるマニュアル ロードマップを参照して
ください。

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc 

システム BIOS へのアクセス

（注） BIOS 設定の詳細が [BIOS] ウ ィ ン ド ウに表示されます。

ステップ 1 ブート中にメ ッセージが表示されたら、F2 キーを押して BIOS Setup ユーティ リ テ ィに切り替え
ます。 

（注） このユーテ ィ リ テ ィの [Main] ページに、現在の BIOS のバージ ョ ン と ビルドが表示され
ます。

ステップ 2 矢印キーを使って、BIOS メニュー ページを選択します。

ステップ 3 矢印キーを使用して、変更するフ ィールドを強調表示させます。 

ステップ 4 Enter キーを押して変更するフ ィールドを選択し、そのフ ィールドの値を変更します。 

ステップ 5 Exit メニュー画面が表示されるまで右矢印キーを押します。 

ステップ 6 Exit メニュー画面の指示に従って変更内容を保存し、セッ ト アップ ユーテ ィ リ テ ィ を終了しま
す（または、F10 を押します）。Esc キーを押すと、変更内容を保存せずにユーティ リ テ ィ を終了で
きます。
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C H A P T E R 3

システムのメンテナンス

この章では、システムの問題を診断するための LED の使用方法と、サポート されているハード
ウェア コンポーネン ト の取り付けまたは交換方法について説明します。 

• ステータス  LED およびボタン（3-1 ページ）

• システム  コンポーネン ト の取り付けまたは交換の準備（3-9 ページ）

• システム  コンポーネン ト の取り付けまたは交換（3-14 ページ）

• サーバ ノード  ボードのサービス  ヘッダー（3-34 ページ）

ステータス LED およびボタン
こ こでは、LED とボタンの位置と意味について説明します。内容は次のとおりです。

• 前面パネルの LED（3-1 ページ）

• 背面パネルの LED およびボタン（3-4 ページ）

• 内部診断 LED（3-7 ページ）

前面パネルの LED
図 3-1 は前面パネルの LED を示しています。表 3-1 には前面パネルの LED の状態が定義されて
います。
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ステータス LED およびボタン
図 3-1 前面パネルの LED
 

1 システム電源ボタン と電源ステータス  
LED

5 温度ステータス  LED

2 システム  ユニッ ト識別ボタン と  LED 6 電源装置ステータス  LED

3 システム  ステータス  LED 7 ネッ ト ワーク  リ ンク  アクテ ィ ビテ ィ  LED

4 ファン  ステータス  LED 8 内蔵ド ラ イブのステータス  LED

表 3-1 前面パネルの LED の状態

LED 名 状態

1 システム電源ボタン /電源ス
テータス  LED

• 消灯：システムに AC 電力が供給されていません（すべての電源コードが
抜かれています）。

• オレンジ：両方のサーバ ノードの電源がオフになっています。ボタンを押
すと、両方のサーバ ノードの電源がオンにな り ます。

• 緑：少な く と も  1 台のサーバ ノードの電源がオンになっています。ボタン
を押すと、両方のサーバ ノードの電源がオフにな り、LED がオレンジ色に
戻り ます。

2 システムのユニッ ト識別 • 消灯：ユニッ ト識別 LED は使用されていません。

• 青の点滅：ユニッ ト識別 LED がアクテ ィブです。

3
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4

4
4
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3 システム  ステータス • 緑：システムは正常動作状態で稼働しています。

• 緑の点滅：システムは、システム初期化およびメモ リ  チェ ッ クを実行して
います。

• オレンジの点灯：システムは縮退運転しています。次に例を示します。

– 電源装置の冗長性が失われている（電源装置のプラグが抜かれている
か、障害が発生している）。

– CPU が一致しない。

– 少な く と も  1 つの CPU に障害が発生している。

– 少な く と も  1 つの DIMM に障害が発生している。

– RAID 構成内の少な く と も  1 台のド ラ イブに障害が発生している。

• オレンジの点滅：システムでは重大な障害が発生しています。次に例を示
します。

– ブー ト に失敗した。

– 修復不能な CPU またはバス  エラーが検出された。

– システムが過熱状態にある。

4 ファン  ステータス • 緑：すべてのファン  モジュールが正常に動作中です。

• オレンジの点灯：1 つのファン  モジュールに障害が発生しています。

• オレンジの点滅：重大な障害。2 つ以上のファン  モジュールに障害が発生
しています。

5 温度ステータス • 緑：システムは正常温度で稼働中です。

• オレンジの点灯：1 つ以上の温度センサーが警告しきい値を超過してい
ます。

• オレンジの点滅：1 つ以上の温度センサーが重大しきい値を超過してい
ます。

6 電源装置ステータス • 緑：すべての電源装置が正常に動作中です。

• オレンジの点灯：1 台以上の電源装置が縮退運転状態にあ り ます。（イベン
ト警告しきい値に達しましたが、電源装置は動作し続けています）。

• オレンジの点滅：1 台以上の電源装置が重大な障害発生状態にあ り ます。
（重大障害しきい値に達し、電源装置がシャ ッ ト ダウンしています）。

7 ネッ ト ワーク  リ ンク  アクテ ィ
ビテ ィ

• 消灯：イーサネッ ト  リ ンクがアイ ドル状態です。

• 緑：1 つ以上のイーサネッ ト  LOM ポート で リ ンクがアクテ ィブになって
います。

• 緑の点滅：1 つ以上のイーサネッ ト  LOM ポート で ト ラフ ィ ッ クがアク
テ ィブになっています。

表 3-1 前面パネルの LED の状態（続き）

LED 名 状態
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ステータス LED およびボタン
背面パネルの LED およびボタン

図 3-2 に、C3260 システムの背面パネルの LED とボタンを示します。この例では、C3X60 M4 サー
バ ノード とオプシ ョ ンのド ラ イブ拡張モジュールが付属しています。表 3-2 には背面パネルの 
LED の状態が定義されています。 

図 3-2 C3260 システムの背面パネルの LED およびボタン 

8 内蔵ド ラ イブのステータス  
LED

障害の発生している ド ラ イブの場所を特定するには、これらの LED を使用し
ます。次に、システムのカバーを開き、ド ラ イブ ト レイの LED を見て、障害の
発生している ド ラ イブを正確に特定します。

• 2 列の LED は内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト の両半分に対応します（上
部カバーの左右どちらかの下）。

• 4 列の LED は、ド ラ イブ ベイ（各行の 14 ド ラ イブ ベイ）の 4 つの水平行に
対応します。

例については、図 3-7 を参照して ください。この例では、赤色 LED が、障害の発
生している ド ラ イブが内蔵ド ラ イブのコンパー ト メ ン ト の右半分にある こ と
を示しています。 

表 3-1 前面パネルの LED の状態（続き）

LED 名 状態
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ステータス LED およびボタン
1 ド ラ イブの障害（各ド ラ イブ ト レイ） 9 現時点ではサポー ト されていません。

2 ド ラ イブのアクテ ィ ビテ ィ（各ド ラ イブ ト
レイ）

10 現時点ではサポー ト されていません。

3 ド ラ イブ拡張モジュールのステータス  
LED

11 10/100/1000 専用管理ポート  リ ンク  アク
テ ィ ビテ ィ  LED

4 サーバ ノード  ヘルス  LED（サーバ ノード  
ボードのメ ッシュ画面の背後）

12 10/100/1000 専用管理ポート  リ ンク速度 
LED

5 サーバ ノードのユニッ ト識別ボタン /LED
（各サーバ ノード上）

13 ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ アクテ ィ ビ
テ ィ  LED（各ド ラ イブ ベイ）

6 サーバ ノードの電源ボタン /LED（各サー
バ ノード上）

14 ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ障害 LED（各
ド ラ イブ ベイ）

7 40 Gb SFP+ ポー ト  リ ンク  LED（各ポー
ト上）

15 現時点ではサポー ト されていません。

8 40 Gb SFP+ ポー ト  アクテ ィ ビテ ィ  LED
（各ポー ト上）

16 電源装置ステータス  LED（各電源装置）

表 3-2 背面パネルの LED の状態

LED 名 状態

1 ド ラ イブの障害

（ド ラ イブがド ラ イブ拡張モ
ジュールに取り付けられてい
る場合のみ）

• 消灯：ド ラ イブは正常に動作中です。

• オレンジ：このド ラ イブに障害が発生しています。

• オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

2 ド ラ イブ アクテ ィ ビテ ィ

（ド ラ イブがド ラ イブ拡張モ
ジュールに取り付けられてい
る場合のみ）

• 消灯：ド ラ イブ ト レイにド ラ イブが存在しません（アクセスなし、障害
なし）。

• 緑：ド ラ イブの準備が完了しています。

• 緑の点滅：ド ラ イブはデータの読み取り中または書き込み中です。

3 ド ラ イブ拡張モジュールのス
テータス  LED

この LED には、取り付けられている ド ラ イブのエラーやモジュールのエラー
が示されます。LED の見方については、表 3-3 を参照して ください。
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ステータス LED およびボタン
 

Cisco UCS C3260 ス ト レージ サーバのインス トールおよびサービス ガイ ド

4 サーバ ノードの状態 LED • 緑：サーバ ノードは正常に動作中です。

• 緑色で点滅：サーバはスタンバイ  モード またはス リープ状態です。

• オレンジ：サーバ ノードは縮退運転しています。縮退運転状態は、次の 1 つ
以上の状態と して定義されます。

– 電源装置の冗長性の損失（電源装置のプラグが抜かれているか、障害
が発生している）

– SIOC の冗長性の損失

– CPU の障害または不一致

– DIMM エラー

– RAID 構成内でのド ラ イブの障害

• オレンジの点滅：サーバ ノードで重大な障害が発生しています。重大な障
害の状態は次のよ うに定義されます。

– ブー ト の失敗

– 修復不能な CPU またはバス  エラーが検出された

– 致命的で修正不可能なメモ リ  エラーが検出された

– 両方の SIOC に障害が発生した

– RAID 構成の両方のド ラ イブに障害が発生した

– 過熱状態

5 サーバ ノードのユニッ ト識別
ボタン /LED 

• 消灯：ID LED は使用されていません。

• 青：ID LED がアクテ ィブです。

6 サーバ ノードの電源ボタン /
LED 

• 消灯：サーバ ノードに AC 電力が供給されていません。シャーシからサー
バ ノードを安全に取り外せます。

• オレンジ：サーバ ノードはスタンバイ電源モードです。Cisco IMC にだけ
電力が供給されます。シャーシからサーバ ノードを安全に取り外せます。

• 緑：サーバ ノードは主電源モードです。すべてのサーバ ノード  コンポーネ
ン ト に電力が供給されています。 

7 40 Gb SFP+ ポー ト  リ ンク  LED • 消灯： リ ンクなし。

• 緑： リ ンクが確立されています。

8 40 Gb SFP+ ポー ト  アクテ ィ ビ
テ ィ  LED

• 消灯： リ ンクが確立されていません。

• 緑： リ ンクは存在しますが、アクテ ィ ビテ ィがあ り ません。

• 緑の点滅： リ ンクが存在し、アクテ ィ ビテ ィがあ り ます。

9 現時点ではサポート されてい
ません。

10 現時点ではサポート されてい
ません。

11 10/100/1000 専用管理リ ンク  ア
クテ ィ ビテ ィ

• 消灯： リ ンクが確立されていません。

• 緑： リ ンクは存在しますが、アクテ ィ ビテ ィがあ り ません。

• 緑色の点滅： リ ンクが存在し、アクテ ィ ビテ ィがあ り ます。

12 10/100/1000 専用管理リ ンク
速度

• 消灯： リ ンク速度は 10/100 Mbps です。

• 緑： リ ンク速度は 1 Gbps です。

表 3-2 背面パネルの LED の状態（続き）

LED 名 状態
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ステータス LED およびボタン

内部診断 LED
こ こでは、次の内容について説明します。 

• 主要シャーシの診断 LED（3-8 ページ）

• サーバ ノードの診断 LED（3-9 ページ）

13 ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ ア
クテ ィ ビテ ィ

• オフ：接続されている ド ラ イブはあ り ません。

• 緑：ド ラ イブが接続されていますが、アクテ ィ ビテ ィはあ り ません。

• 緑の点滅：ド ラ イブはデータの読み取り中または書き込み中です。

14 ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ
障害

• 消灯：ド ラ イブは正常に動作中です。

• オレンジ：このド ラ イブで障害が発生しました（またはロケー ト機能がこ
のド ラ イブでアクテ ィブになっています）。

15 現時点ではサポート されてい
ません。 

16 電源装置ステータス • 消灯：AC 電源入力なし。

• 緑の点灯：電源装置は正常に動作していて、システムに DC 電力が供給さ
れています。

• 緑の点滅：AC 電源に問題はあ り ません。DC 出力が有効ではあ り ません
（ス リープ モード）。

• オレンジの点滅：イベン ト警告しきい値に達しましたが、電源装置は動作
し続けています。

• オレンジの点灯：重大障害しきい値に達し、電源装置がシャ ッ ト ダウンし
ています。

表 3-3 ド ライブ拡張モジュールのステータス LED

LED ステー
タス P3V3 P5V HDD あり

HDD ステー
タス

消灯 消灯 なし なし なし

オレンジ オン オン プラグイン
なし

なし

オレンジ 点灯 Fail プラグイン
なし

なし

グ リーン 点灯 オン プラグイン Good

オレンジ オン オン プラグイン Fail

表 3-2 背面パネルの LED の状態（続き）

LED 名 状態
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ステータス LED およびボタン
主要シャーシの診断 LED 

システムの電源が入っている と きに、主要シャーシのコンパート メ ン ト内の診断 LED を表示で
きます。これらの内部 LED の位置については、図 3-3 を参照して ください。LED の状態の定義に
ついては、表 3-4 を参照して ください。

図 3-3 主要シャーシの内部診断 LED の位置

1 ド ラ イブの障害（各ド ラ イブ キャ リ ア） 3 ファン  モジュール障害（各ファン  モ
ジュール）

2 ド ラ イブ アクテ ィ ビテ ィ（各ド ラ イブ 
キャ リ ア）

表 3-4 内部診断 LED の状態

LED 名 状態

1 SAS ド ラ イブの障害 • 消灯：ド ラ イブは正常に動作中です。

• オレンジ：このド ラ イブに障害が発生しています。

• オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

3
5

3
4

4
6

HDD01

HDD02

HDD03

HDD04

HDD05

HDD06

HDD07

HDD08

HDD09

HDD10

HDD11

HDD12

HDD13

HDD14

HDD15

HDD16

HDD17

HDD18

HDD19

HDD20

HDD21

HDD22

HDD23

HDD24

HDD25

HDD26

HDD27

HDD28

HDD29

HDD30

HDD31

HDD32

HDD33

HDD34

HDD35

HDD36

HDD37

HDD38

HDD39

HDD40

HDD41

HDD42

HDD43

HDD44

HDD45

HDD46

HDD47

HDD48

HDD49

HDD50

HDD51

HDD52

HDD53

HDD54

HDD55

HDD56

FAN
1,2

FAN
3,4

FAN
5,6

FAN
7,8

32 1
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システム コンポーネン トの取り付けまたは交換の準備
サーバ ノードの診断 LED 

サーバ ノード内の内部診断 LED の位置については、ご使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト
を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

システム コンポーネン トの取り付けまたは交換の準備
こ こでは、コンポーネン トの取り付け準備について説明します。この項の内容は次のとおりです。 

• メ ンテナンス手順に必要な工具（3-9 ページ）

• C3260 システムのシャ ッ ト  ダウンおよび電源オフ（3-9 ページ）

• 個々のサーバ ノードのシャ ッ ト ダウン（3-10 ページ）

• シャーシと コンポーネン ト のカバーの取り外し（3-11 ページ）

メンテナンス手順に必要な工具

この章の手順を実行するには、次の工具を使用します。

• No. 2 プラス  ド ラ イバ（CPU ヒー ト  シンクのネジ用）

• No. 1 プラス  ド ラ イバ（SIOC カバーのネジ用）

• 1/4 インチ、または同等のマイナス  ド ラ イバ（サーバ ノードからオプシ ョ ンの I/O エクスパ
ンダを取り外すため）

• 静電気防止用（ESD）ス ト ラ ップまたは接地マッ ト などの接地用器具

C3260 システムのシャッ ト  ダウンおよび電源オフ

Cisco IMC インターフェイスか、前面パネルのシステム電源ボタンのいずれかを使用して、グレー
スフル シャ ッ ト ダウンまたは C3260 システム全体のハード  シャ ッ ト ダウンを実行できます。 

注意 システムから完全に電源を取り外すには、すべての電源装置から電源コードを取り外す必要が
あ り ます。

2 SAS ド ラ イブ アクテ ィ ビテ ィ • 消灯：ド ラ イブ ト レイにド ラ イブが存在しません（アクセスなし、障害
なし）。

• 緑：ド ラ イブの準備が完了しています。

• 緑の点滅：ド ラ イブはデータの読み取り中または書き込み中です。

3 ファン障害 LED • 消灯：コンポーネン トは正常に機能しています。

• オレンジ：コンポーネン ト に障害が発生しています。

表 3-4 内部診断 LED の状態（続き）

LED 名 状態
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システム コンポーネン トの取り付けまたは交換の準備
 
また、システム全体ではな く、個々のサーバ ノードをシャ ッ ト ダウンする こ と もできます。個々
のサーバ ノードのシャ ッ ト ダウン（3-10 ページ）を参照して ください。

システムの電源ボタンを使用してシャーシをシャ ッ ト ダウンするには、次の手順に従います。

ステップ 1 システム電源ステータス  LED の色を確認します（前面パネルの LED（3-1 ページ）を参照）。 

• 緑：少な く と も  1 台のサーバ ノードの電源がオンになっています。ステップ 2 に進みます。

• オレンジ：両方のサーバ ノードの電源がオフになっています。ステップ 3 に進みます。

ステップ 2 次のよ うにして、グレースフル シャ ッ ト ダウンまたはハード  シャ ッ ト ダウンを実行します。

注意 データの損失やオペレーテ ィ ング  システムへの損傷が発生しないよ うにするために、必ずオペ
レーテ ィ ング  システムのグレースフル シャ ッ ト ダウンを実行するよ うにして ください。

• グレースフル シャ ッ ト ダウン：電源ボタンを押して放します。サーバ ノード上のオペレーティ
ング システムによ り、両方のサーバ ノードのグレースフル シャ ッ ト ダウンが実行されます。

• 緊急シャ ッ ト ダウン：電源ボタンを  4 秒間押し続けて、両方のサーバ ノードの電源を強制的
にオフにします。

ステップ 3 完全に AC 電源を切断してシステム  シャーシの電源をオフにするには、システムのすべての電
源装置から電源コードを抜きます。

個々のサーバ ノードのシャッ トダウン

Cisco Integrated Management Controller（Cisco IMC）インターフェイスか、サーバ ノード前面にあ
る電源ボタンのいずれかを使用して、グレースフル シャ ッ ト ダウンまたはサーバ ノードのハー
ド  シャ ッ ト ダウンを実行できます。 

Cisco IMC GUI を使用したサーバ ノードのシャッ トダウン

Cisco IMC GUI を使用してサーバ ノードをシャ ッ ト ダウンするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ブラウザでシステムの管理 IP アド レスを使用して、Cisco IMC GUI にログインします。

ステップ 2 [Navigation] ペインの [Chassis] メニューをク リ ッ ク します。

ステップ 3 [Chassis] メニューの [Summary] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 作業ウ ィ ン ド ウ上部のツールバーで、[Host Power] リ ンクをク リ ッ ク します。

[Server Power Management] ダイアログが開きます。このダイアログには、システム内にあるすべ
てのサーバが表示されます。

ステップ 5 [Server Power Management] で、シャ ッ ト ダウンするサーバに関して次のいずれかのボタンを選
択します。

注意 データの損失やオペレーテ ィ ング  システムへの損傷が発生しないよ うにするために、必ずオペ
レーテ ィ ング  システムのグレースフル シャ ッ ト ダウンを実行するよ うにして ください。ファー
ムウェアや BIOS のアップグレードが進行中のと きは、サーバの電源を切らないでください。

• シャ ッ ト  ダウン：オペレーティング システムのグレースフル シャ ッ ト ダウンを実行します。

• 電源オフ：選択したサーバでタス クが実行中でも、電源を切り ます。
3-10
Cisco UCS C3260 ス ト レージ サーバのインス トールおよびサービス ガイ ド

 



第 3 章      システムのメンテナンス
 

システム コンポーネン トの取り付けまたは交換の準備

[Chassis Status] ペインで、取り外すサーバ ノードの電源状態がオフ と表示されている場合は、安
全にサーバ ノードをシャーシから取り外せます。

シャーシからサーバ ノードを安全に取り外せる状態になる と、サーバ ノード前面の物理的な電
源ボタンもオレンジに変わり ます。

サーバ ノードの電源ボタンを使用したサーバ ノードのシャッ トダウン

サーバ ノードの物理的な電源ボタンを使用して、サーバ ノードのみをシャ ッ ト ダウンするに
は、次の手順を実行します。

ステップ 1 サーバ ノードの電源ステータス  LED の色を確認します。 

• 緑：サーバ ノードの電源がオンになっています。 ステップ 2 に進みます。

• オレンジ：サーバ ノードの電源がオフになっています。シャーシからサーバ ノードを安全に
取り外せます。

ステップ 2 次のよ うにして、グレースフル シャ ッ ト ダウンまたはハード  シャ ッ ト ダウンを実行します。

注意 データの損失やオペレーテ ィ ング  システムへの損傷が発生しないよ うにするために、必ずオペ
レーテ ィ ング  システムのグレースフル シャ ッ ト ダウンを実行するよ うにして ください。ファー
ムウェアや BIOS のアップグレードが進行中のと きは、サーバの電源を切らないでください。

• グレースフル シャ ッ ト ダウン：電源ボタンを押して放します。ソフ ト ウェアがサーバ ノード
のグレースフル シャ ッ ト ダウンを実行します。

• 緊急シャ ッ ト ダウン：電源ボタンを  4 秒間押し続けて、サーバ ノードの電源を強制的にオフ
にします。

サーバ ノードの電源ボタンがオレンジに変われば、シャーシからサーバ ノードを安全に取り外
せます。

シャーシとコンポーネン トのカバーの取り外し
こ こでは、次の内容について説明します。

• 主要シャーシの上部カバーを開く（3-11 ページ）

• サーバ ノード  カバーの取り外し（3-13 ページ）

• I/O エクスパンダのカバーの取り外し（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）（3-13 ページ）

• ノードからの I/O エクスパンダの取り外し（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）（3-13 ページ）

• システム  I/O コン ト ローラ（SIOC）のカバーの取り外し（3-13 ページ）

主要シャーシの上部カバーを開く

このシステムには、主要シャーシのヒ ンジ付き上部カバーが 3 つ付いています。これらのカバー
を開く と、内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン トおよびファン  モジュール コンパート メ ン ト にアク
セスできます。

（注） システムの内部ド ラ イブと冷却ファンはホッ ト スワ ップ可能であ り、上部カバーを開く と取り
付け/取り外しができます。システムをラ ッ クに収容して配線する場合には、電源ケーブルや他の
ケーブルの長さに十分な余裕（スラ ッ ク）を持たせて ください。そのよ うにしておく と、システム
をスラ イ ド  レール上で十分に引き出して、上部カバーを開くための空間を確保できます。
3-11
Cisco UCS C3260 ス ト レージ サーバのインス トールおよびサービス ガイド

 



 

第 3 章      システムのメンテナンス

システム コンポーネン トの取り付けまたは交換の準備
ステップ 1 左右の内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト のカバーを開き、ホッ ト スワ ップ可能な内蔵ド ラ イブ
にアクセスします。

a. 右側面または左側面のカバーの場合は、両方のラ ッチのラ ッチ リ リース  ボタンをシャーシ
の外縁に向けて引き出します。これによ り、バネ式ラ ッチが現れます。

b. 両方のラ ッチを開いた状態で、ヒ ンジの付いたカバーを中心から外側に向けて回転させて開
きます。

c. カバーを固定するには、カバーを閉じて平らにし、次に、両方のラ ッチをカチッ と音がして
ロ ッ ク されるまで水平に押します。

ステップ 2 ファン  コンパート メ ン ト のカバーを開き、ホッ ト スワ ップ可能なファン  モジュールにアクセス
します。

a. 両方のラ ッチ ボタンを中央方向に押します。

b. 両方のラ ッチ ボタンを押しながら、中心から背面に向けてヒンジの付いたカバーを開きます。 

c. カバーを固定するには、カバーを閉じて平らにしながら、両方のラ ッチ ボタンを押します。
ラ ッチ ボタンを放します。

図 3-4 主要シャーシの上部カバーを開く  

1 左側の内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト
に対応する ラ ッチ リ リース  ボタン

3 ファン  コンパー ト メ ン ト に対応するラ ッ
チ リ リース  ボタン

2 右側の内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト
に対応する ラ ッチ リ リース  ボタン

3
5

3
4

4
8

2

1

3
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サーバ ノード  カバーの取り外し

サーバ ノードのカバーを取り外すには、ご使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト を参照して く
ださい。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

I/O エクスパンダのカバーの取り外し（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）

I/O エクスパンダは C3X60 M4 サーバ ノード と同じカバーを使用します。I/O エクスパンダは 
C3X60 M4 サーバ ノードの上部に接続しています。 

I/O エクスパンダのカバーを取り外すには、C3X60 M4 サーバ ノードのサービス  ノー ト を参照し
て ください。 

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

ノードからの I/O エクスパンダの取り外し（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）

サーバ ノード内のコンポーネン ト にアクセスできるよ うに C3X60 M4 サーバ ノードから  I/O エ
クスパンダを取り外すには、C3X60 M4 サーバ ノードのサービス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

システム I/O コン トローラ（SIOC）のカバーの取り外し

（注） システムの背面から  SIOC を取り外す場合に、システムをラ ッ クの外にスラ イ ド させる必要はあ
り ません。

ステップ 1 交換する  SIOC とペアになっているサーバ ノードの電源をオフにします（SIOC 1 はサーバ ノー
ド  1 とペア、SIOC 2 はサーバ ノード  2 とペアになっています）。

ステップ 2 システムから  SIOC を取り外します。

a. SIOC の取り付けネジを  1 本緩め、次に 2 つのヒ ンジ付きレバーを開き、バッ クプレーン  コネ
ク タから  SIOC を平らにして取り外します。

b. システムから  SIOC を引き抜き、静電気対策を施した作業台の上に置きます。

ステップ 3 SIOC のカバーを取り外します。 

a. No.1 プラス  ド ラ イバを使用して、カバーを固定している  4 本のネジを外します。図 3-5を参
照して ください。

b. SIOC からカバーをまっすぐ持ち上げます。

ステップ 4 SIOC のカバーを再度取り付けます。

a. カバーを元の場所に取り付けます。 

b. 4 本のネジを取り付けて、カバーを固定します。

ステップ 5 システムに SIOC を再度取り付けます。 

a. 内部ミ ッ ドプレーンに突き当たるまで、SIOC をベイに押し込みます。

b. SIOC の 2 つのレバーを閉じ、SIOC コネク タ と ミ ッ ドプレーンを十分にかみ合わせます。

c. SIOC のレバーの蝶ネジを締めます。
3-13
Cisco UCS C3260 ス ト レージ サーバのインス トールおよびサービス ガイド

 

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/C3X60M3/install/C3X60M3.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/C3X60M4/install/C3X60M4.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/C3X60M4/install/C3X60M4.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/C3X60M4/install/C3X60M4.html


 

第 3 章      システムのメンテナンス

システム コンポーネン トの取り付けまたは交換
ステップ 6 最初の手順で電源をオフにしたサーバ ノードの電源をオンにします。

図 3-5 SIOC カバーの取り外し

システム コンポーネン トの取り付けまたは交換 

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、3 つの重要な機能があります。シャーシ内の
危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐこと、
およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべてのカー
ド、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して く ださい。
ステート メン ト  1029

注意 システム  コンポーネン ト を扱う際は、静電気損傷を防ぐために、ESD ス ト ラ ップを装着して くだ
さい。

注意 このシステムの重量は、コンポーネン ト をフル搭載した状態で約 86 kg（190 ポンド）です。システ
ムを持ち上げる と きは、2 人以上で行うか、リ フ ト を使用する こ と を推奨します。この手順を  1 人
で実行しよ う とする と、怪我や機器の損傷を招くおそれがあ り ます。システムを移動する と きに
は、ハード  ド ラ イブなどのコンポーネン ト を一時的に取り外すこ とを検討して ください。

1 SIOC カバー 2 カバーの 4 本のネジ（SIOC の両側に 2 本ずつ）

30
50
42

1

2

2
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• ハード  ド ラ イブまたはソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの交換（3-15 ページ）

– 内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト の HDD または SSD の交換（3-17 ページ）

– オプシ ョ ンのド ラ イブ拡張モジュールのハード  ド ラ イブの交換（3-20 ページ）

– 背面パネル ベイの SAS/SATA ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの交換（3-22 ページ）

• ファン  モジュールの交換（3-23 ページ）

• サーバ ノードの交換（3-25 ページ）

• ド ラ イブ拡張モジュールの交換（3-25 ページ）

• システムの I/O コン ト ローラ（SIOC）の交換（3-26 ページ）

• 電源モジュールの交換（3-30 ページ）

• サーバ ノード内の DIMM の交換（3-31 ページ）

• サーバ ノード内の CPU およびヒー ト シンクの交換（3-31 ページ）

• サーバ ノード内のス ト レージ コン ト ローラ  カードの交換（3-32 ページ）

• サーバ ノード内のソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの交換（C3X60 M4 のみ）（3-32 ページ）

• サーバ ノード内の RTC バッテ リの交換（3-32 ページ）

• サーバ ノード内の内部 USB ド ラ イブの交換（C3X60 M3 のみ）（3-32 ページ）

• サーバ ノード内での ト ラステッ ド  プラ ッ ト フォーム  モジュール（TPM）の取り付け（3-32 
ページ）

• I/O エクスパンダの交換（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）（3-32 ページ）

• I/O エクスパンダ内の PCIe カードの交換（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）（3-33 ページ）

• C3260 SIOC 内の RTC バッテ リの交換（3-33 ページ）

• サーバ ノード  ボードのサービス  ヘッダー（3-34 ページ）

ハード  ド ライブまたはソリ ッ ド  ステート  ド ライブの交換

この項では、次の ト ピ ッ クについて取り上げます。

• 内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト の HDD または SSD の交換（3-17 ページ）

• オプシ ョ ンのド ラ イブ拡張モジュールのハード  ド ラ イブの交換（3-20 ページ）

• 背面パネル ベイの SAS/SATA ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの交換（3-22 ページ）

4K セクター フォーマッ ト  ド ライブの考慮事項 

• 4K セク ター フォーマッ ト ド ラ イブは、レガシー モードではな く、UEFI モードで起動する必
要があ り ます。BIOS セッ ト アップ ユーティ リ テ ィの UEFI モードでの起動の設定（3-16 ペー
ジ）またはCisco IMC GUI の UEFI モードでの起動の設定（3-16 ページ）を参照して ください。

• 4K セク ター フォーマッ ト と  512 バイ ト  セク ター フォーマッ ト のド ラ イブを、同じ  RAID ボ
リ ュームの一部と して構成しないでください。 

• 4K セク ター ド ラ イブでのサポート対象オペレーテ ィ ング  システムは次のとおりです。
Windows の場合：Win2012 および Win2012R2。Linux の場合：RHEL 6.5、6.6、6.7、7.0、7.2、SLES 
11 SP3、および SLES 12。 
ESXi/VMware はサポー ト されません。 

• 6 TB ド ラ イブでは 4096 バイ ト  セク ターを使用します。VMware ESXi ではこの機能をサポー
ト していないため、6 TB ド ラ イブと連動しません。
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BIOS セッ トアップ ユーティ リテ ィの UEFI モードでの起動の設定 

ステップ 1 Web ブラウザとシステムの管理 IP アド レスを使用して、Cisco IMC GUI 管理インターフェイス
にログインします。

ステップ 2 [Compute] を選択し、それから  [Server 1] を選択します。

ステップ 3 [Launch KVM] をク リ ッ ク して、サーバ ノードの仮想 KVM ウ ィ ン ド ウを開きます。

ステップ 4 [Launch KVM] ダイアログで、[Server 1] を選択して、[Launch] をク リ ッ ク します。 

ステップ 5 サーバ ノード  1 を リブー ト します。KVM ウ ィ ン ド ウで F2 を押すよ うにとのプロンプ ト が出さ
れるのを待ちます。

ステップ 6 ブート中にメ ッセージが表示されたら、F2 キーを押して BIOS Setup ユーティ リ テ ィに切り替え
ます。 

ステップ 7 [Boot Options] タブに移動します。

ステップ 8 [UEFI Boot Options] を  [Enabled] に設定します。

ステップ 9 [Boot Option Priorities] で、OS インス トール メディア（仮想 DVD など）を  [Boot Option #1] と設定
します。

ステップ 10 [Advanced] タブに移動します。

ステップ 11 [LOM and PCIe Slot Configuration] を選択します。

ステップ 12 [PCIe Slot ID: HBA Option ROM] を  [UEFI Only] に設定します。

ステップ 13 F10 を押して変更内容を保存し、BIOS セッ ト アップ ユーテ ィ リ テ ィ を終了します。サーバを リ
ブー ト できます。

ステップ 14 サーバが再起動し、OS がインス トールされたら、次のよ うにしてインス トールを確認します。

a. ブート中にメ ッセージが表示されたら、F2 キーを押して BIOS Setup ユーティ リ テ ィに切り
替えます。

b. [Boot Options] タブに移動します。

c. [Boot Option Priorities] で、インス トールした OS が [Boot Option #1] と して リ ス ト されている
こ と を確認します。

Cisco IMC GUI の UEFI モードでの起動の設定

ステップ 1 Web ブラウザとシステムの管理 IP アド レスを使用して、Cisco IMC GUI 管理インターフェイス
にログインします。

ステップ 2 [Compute] を選択し、それから  [Server 1] を選択します。

ステップ 3 [BIOS] タブを選択します。 

ステップ 4 [BIOS Properties] で、[Configured Boot Order] を  [UEFI] に設定します。

ステップ 5 [Save Changes] をク リ ッ ク します。

ステップ 6 [Configure Boot Order] をク リ ッ ク します。 

ステップ 7 [Advanced] タブを選択します。

ステップ 8 [Add Local HDD] をク リ ッ ク します。

ステップ 9 [Add Local Disk] ダイアログで、4K セク ター フォーマッ ト  ド ラ イブの情報を入力します。名前を
入力し、スロ ッ ト  M を指定します。

ステップ 10 [Save Changes] をク リ ッ ク します。
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ステップ 11 [Add Virtual Media] をク リ ッ ク します。 

ステップ 12 [Add Virtual Media] ダイアログで、OS インス トール仮想メディアの名前を入力します。 

ステップ 13 [Save Changes] をク リ ッ ク します。

ステップ 14 [Close] をク リ ッ ク します。

ステップ 15 [Launch KVM] をク リ ッ ク して、サーバ ノードの仮想 KVM ウ ィ ン ド ウを開きます。

ステップ 16 [Launch KVM] ダイアログで、[Server 1] を選択して、[Launch] をク リ ッ ク します。 

ステップ 17 仮想メディアをアクテ ィブにします。KVM ウ ィ ン ド ウの [Virtual Media] メニューをプルダウン
し、[Activate Virtual Devices] を選択します。 

ステップ 18 サーバ ノードを リブー ト します。

ステップ 19 ブート中に F6 を押して、ブー ト  デバイス  メニューを開きます。

ステップ 20 [UEFI: Cisco vKVM-Mapped vDVD] を選択し、Enter を押します。

ステップ 21 OS のインス トールを続行します。

OS がインス トールされてシステムが再起動したら、その OS がブート  オプシ ョ ンに リ ス ト され
ます。

内蔵ドライブのコンパート メン トの HDD または SSD の交換

こ こでは、次の内容について説明します。

• 内蔵ド ラ イブの装着に関するガイ ド ラ イン（3-17 ページ）

• 故障している内蔵ド ラ イブの特定（3-18 ページ）

• 内蔵ド ラ イブの交換（3-19 ページ）

内蔵ドライブの装着に関するガイドライン

システムでは、主要シャーシ内に 56 の内蔵ド ラ イブ ベイがあ り ます。図 3-6 に、内蔵ド ラ イブ ベ
イの番号を示します。内蔵ド ラ イブを装着する と きは、次のガイ ド ラ インに従って ください。

• 小さい番号から大きい番号のベイの順に、HDD を装着します。1 ～ 14 列、次に 15 ～ 28 列、以
後同様に装着します。

• 大きい番号から小さい番号のベイの順に、内部 SSD を装着します。ベイ  56、次にベイ  55、以
後同様に装着します。 

たとえば、36 台の HDD と  2 台の SSD を搭載したシステムでは、HDD をベイ  1 ～ 36 に装着
し、SSD をベイ  56 と  55 に装着します。

• 図 3-6 に示す 4 種類の色分けされたボッ ク スは、4 つの電源グループを表します。各グループ
において、電力がド ラ イブ ベイに分配されます。 
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図 3-6 内蔵ドライブ ベイの番号 

故障している内蔵ドライブの特定

右前面のハンドルに内蔵ド ラ イブ障害 LED があ り ます（図 3-1 を参照）。これらの LED を使用し
て、障害の発生している ド ラ イブの位置を特定します。 

ステップ 1 右前面のハンドルにある内蔵ド ラ イブ障害 LED を確認します。

• 2 列の LED は内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト の両半分に対応します（上部カバーの左右ど
ちらかの下）。 

• 4 列の LED は、ド ラ イブ ベイ（各行の 14 ド ラ イブ ベイ）の 4 つの水平行に対応します。 

例については、図 3-7 を参照して ください。この例では、3 列目のオレンジ色の LED が、障害の発
生している ド ラ イブが内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト の右半分にある こ と を示しています。 

ステップ 2 右側面または左側面のカバーを開き、ド ラ イブ ト レイにある障害 LED を確認します。

オレンジに点灯した障害 LED は障害が発生したド ラ イブを示します。
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図 3-7 内蔵ドライブのステータス LED の例 
 

内蔵ドライブの交換

（注） SAS HDD および SSD はホッ ト スワ ップ可能で、システムの電源を落と さずに交換できます。

ステップ 1 上部カバーが開く よ うに、システムをラ ッ クの前方に引き出します。

注意 コンポーネン トへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ クからシステムを取り出し
て ください。

ステップ 2 障害の発生している ド ラ イブを特定します（故障している内蔵ド ラ イブの特定（3-18 ページ） を
参照）

ステップ 3 内蔵ド ラ イブのコンパート メ ン ト のカバーを開きます。 

1 システムの右前面のハンドルにある  3 列の内蔵ド ラ
イブ障害 LED。右側の3 列目に障害のある ド ラ イブ
を示しています。

3 システム前面

2 ド ラ イブ キャ リ アの障害 LED
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ステップ 4 障害の発生している ド ラ イブを取り外します。

a. ド ラ イブ キャ リ アの リ リース  ボタンを押します。ド ラ イブ レバーが現れます。

b. ド ラ イブ レバーを  90 度の位置まで持ち上げて一杯に開き、ベイから ド ラ イブをまっすぐ持
ち上げます。

スペア  ド ラ イブがキャ リ アにすでにインス トールされているため、キャ リ アから古いド ラ
イブを取り外す必要はあ り ません。

ステップ 5 次のよ うにして、新しいド ラ イブを取り付けます。

（注） ド ラ イブの装着に関するガイ ド ラ インを確認します（内蔵ド ラ イブの装着に関するガイ
ド ラ イン（3-17 ページ） を参照）。

a. 空のベイに新しいド ラ イブを合わせます。コネク タがボード上のコネク タ と合う方向にド ラ
イブを向けます。

b. ボードがコネク タに接触してド ラ イブ レバーが閉じ始めるまで、ド ラ イブを下げます。

c. カチッ と音がしてロ ッ ク されるまで、ド ラ イブ レバーをまっすぐ押し下げます。 

ステップ 6 シャーシ カバーを閉じ、システムをラ ッ ク内に押し戻します。 

図 3-8 内蔵ドライブ キャリアの機能

オプシ ョ ンのドライブ拡張モジュールのハード  ド ライブの交換

こ こでは、次の内容について説明します。 

• ド ラ イブ拡張モジュールのド ラ イブ装着に関するガイ ド ラ イン（3-20 ページ）

• 障害ド ラ イブの拡張モジュール ド ラ イブの特定（3-21 ページ）

• ド ラ イブ拡張モジュールのド ラ イブの交換（3-21 ページ）

ド ライブ拡張モジュールのドライブ装着に関するガイドライン

オプシ ョ ンのド ラ イブ拡張モジュールは、最大 4 つの 3.5 インチ ド ラ イブを収容できます。ド ラ
イブ番号を  図 3-9 に示します。これらのド ラ イブを装着する場合は、次のガイ ド ラ インに従って
ください。

• 小さい番号から大きい番号のベイの順に、ド ラ イブを装着します。

1 ド ラ イブ レバー 3 ド ラ イブ障害 LED

2 解除ボタン 4 ド ラ イブ アクテ ィ ビテ ィ  LED
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図 3-9 ド ライブ拡張モジュールおよびソリ ッ ド  ステート  ド ライブの番号

障害ドライブの拡張モジュール ド ライブの特定

各ド ラ イブ キャ リ アには障害 LED が搭載されており、オレンジに点灯して障害の発生している
ド ラ イブを示します。

ド ライブ拡張モジュールのドライブの交換

（注） SAS ド ラ イブはホッ ト スワ ップ可能で、システムの電源を落と さずに交換できます。

ステップ 1 障害の発生している ド ラ イブを、障害ド ラ イブの拡張モジュール ド ラ イブの特定（3-21 ページ） 
に示すよ うに特定します。

ステップ 2 障害の発生している ド ラ イブを取り外します。

a. ド ラ イブ キャ リ アの リ リース  ボタンを押します。ド ラ イブ レバーが現れます。

b. ド ラ イブ レバーを一杯に開く位置まで持ち上げ、ベイから ド ラ イブをまっすぐ持ち上げます。

スペア  ド ラ イブがキャ リ アにすでにインス トールされているため、キャ リ アから古いド ラ
イブを取り外す必要はあ り ません。 

ステップ 3 次のよ うにして、新しいド ラ イブを取り付けます。 

（注） ド ラ イブの装着に関するガイ ド ラ インを確認します（ド ラ イブ拡張モジュールのド ラ イ
ブ装着に関するガイ ド ラ イン（3-20 ページ） を参照）。

a. 新しいド ラ イブを空のベイに合わせ、ボードがコネク タに接触してド ラ イブ レバーが閉じ
始めるまで、ド ラ イブを押し込みます。

b. カチッ と音がしてロ ッ ク されるまで、ド ラ イブ レバーをまっすぐ押し下げます。 
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図 3-10 ド ライブ拡張モジュールのドライブ キャリアの機能

背面パネル ベイの SAS/SATA ソリ ッ ド  ステート  ド ライブの交換

こ こでは、次の内容について説明します。

• 背面パネル SAS/SATA ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの装着ガイ ド ラ イン（3-22 ページ）

• ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブの交換（3-22 ページ）

背面パネル SAS/SATA ソリ ッ ド  ステート  ド ライブの装着ガイドライン

背面パネルの SAS/SATA SSD 用に 4 つのベイがあ り ます。ド ラ イブ番号を  図 3-9 に示します。こ
れらのド ラ イブを装着する場合は、次のガイ ド ラ インに従って ください。

• サーバ 1 の SSD1 と  SSD2 は、サーバ ノード  1 で管理できます。管理アーキテクチャ（1-6 
ページ）も参照して ください。

• サーバ 2 の SSD1 と  SSD1 は、サーバ ノード  2 で管理できます。

• 各サーバ制御ペア内で、小さい番号から大きい番号のベイの順に、ド ラ イブを装着します。

• SSD のペアが存在しない場合は、空の 2 つの SSD ベイでブランク  パネルを使用して、適切な
エアーフローを確保して ください（図 3-11 を参照）。

障害の発生しているソリ ッ ド  ステート  ド ライブの特定 

各ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ ベイには障害 LED が搭載されており、オレンジに点灯して障害
の発生している ド ラ イブを示します（背面パネルの LED およびボタン（3-4 ページ） を参照）。 

ソリ ッ ド  ステート  ド ライブの交換

（注） SAS/SATA ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブはホッ ト スワ ップ可能で、システムの電源を落と さずに
交換できます。

ステップ 1 障害の発生している ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブを取り外します。

a. リ リース  ラ ッチをつかんで、中央方向に向けてつまみます。

b. ベイから ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブをベイからまっすぐ引き出します。

1 ド ラ イブ レバー 3 ド ラ イブ障害 LED 

2 解除ボタン  4 ド ラ イブ アクテ ィ ビテ ィ  LED 
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 ステップ 2 新しいソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブを取り付けます。

（注） ド ラ イブの装着に関するガイ ド ラ インを確認します（背面パネル SAS/SATA ソ リ ッ ド  ステー
ト  ド ラ イブの装着ガイ ド ラ イン（3-22 ページ） を参照）。

a. 新しいド ラ イブを（ラベルが上を向く よ うにして）空のベイに合わせ、ボード  コネク タに接触する
まで、ド ラ イブを押し込みます。

b. リ リース  ラ ッチをつかんで、中央方向に向けてつまみながら、ド ラ イブをベイ内に完全に押し込
みます。その後で、リ リース  ラ ッチを放します。

図 3-11 ソリ ッ ド  ステート  ド ライブ ベイの機能 

ファン モジュールの交換

各ファン  モジュールには 2 つのファンが内蔵されています。ファン番号については、図 3-12 を参照し
て ください。 

ファン  モジュールはホッ ト スワ ップが可能なため、ファン  モジュールの交換時にシステムのシャ ッ ト
ダウンまたは電源オフを行う必要はあ り ません。ファン  モジュールを取り外した状態で 1 分以上シス
テムを稼働させないでください。

ヒン ト 各ファン  モジュールには、ファン  モジュールに障害が発生する とオレンジ色に点灯する障害 LED が
あ り ます。

1 SSD リ リース  ラ ッチ 3 ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ アクテ ィ ビテ ィ  
LED（各ベイ）

2 ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ障害 LED
（各ベイ）

4 下部のベイに取り付けるブランク  パネル（ベ
イが使用中でない場合）
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Cisco UCS C3260 ス ト レージ サーバのインス トールおよびサービス ガイ ド

ステップ 1 ファン  コンパート メ ン ト  カバーが開く よ うに、システムをラ ッ クの前方に引き出します。

注意 コンポーネン トへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラ ッ クからシステムを取り出し
て ください。

ステップ 2 ファン  コンパート メ ン ト のカバーを開きます（主要シャーシの上部カバーを開く（3-11 ページ） 
を参照）。

ステップ 3 ファン  モジュールを取り外します。

a. ファンの上部にある  2 つのラ ッチをつかみ、中央方向につまみます。

b. ベイからファン  モジュールをまっすぐ持ち上げます。

ステップ 4 次のよ うにして、新しいファン  モジュールを取り付けます。

（注） エアー フローの方向を示すファン  モジュールの矢印は、システムの背面を向く必要があ
り ます。

a. ファン  モジュール下部のコネク タがシャーシ  フロアのソケッ ト に合う よ うに、ファン  モ
ジュールの位置をベイに合わせます。

b. ソケッ ト に接触するまでファン  モジュールを下げ、ラ ッチがロ ッ ク されるまでしっかり と
押し下げます。

ステップ 5 ファン  コンパート メ ン ト のカバーを閉じ、システムをラ ッ ク内に押し戻します。 

図 3-12 ファン モジュール（上面図） 

1 ファン  モジュール障害 LED 3 システムの背面を向くエアー フローの方向の矢印

2 ファン  モジュールの リ リース  
ラ ッチ
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サーバ ノードの交換 

このシステムでは 1 台または 2 台のサーバ ノードをサポート できます。 

• Cisco IMC リ リース  2.0(13) よ り前：C3260 システムにサーバ ノードが 1 つしかない場合は、
ベイ  1 に取り付けます。

• Cisco IMC リ リース  2.0(13) 以降：C3260 システムにサーバ ノードが 1 つしかない場合は、い
ずれかのサーバ ベイに取り付ける こ とができます。

サーバ ノードを交換するには（設定のエクスポート と インポー ト を含む）、ご使用のサーバ ノー
ドのサービス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

ド ライブ拡張モジュールの交換

システムは、サーバ ベイ  2 のみで、1 つのオプシ ョ ン  ド ラ イブ エクスパンダ モジュールをサ
ポート できます。

ヒン ト モジュールにはステータス  LED が 1 つ含まれています（場所については 図 3-13 を、LED 状態の
定義については 表 3-3（3-7 ページ） を参照して ください）。

図 3-13 ド ライブ拡張モジュールの外観の特徴 

（注） ド ラ イブ拡張モジュールはホッ ト スワ ップ可能です。つま り、システムの電源を落と さずに取り
外すこ とができます。 

ド ラ イブ拡張モジュールにはシステムの背面からアクセスするため、ラ ッ クからシステムを引
き出す必要はあ り ません。 

ステップ 1 システムから ド ラ イブ拡張モジュールを取り外します。 

a. 2 つのモジュール イジェ ク ト  レバーをつかんでラ ッチをつまみ、レバーを放します（図 3-13 
を参照）。

b. 両方のレバーを同時に外側へ回し、ミ ッ ドプレーンのコネク タからモジュールを平らにして
取り外します。

c. システムからモジュールをまっすぐ引き出します。

1 ド ラ イブ拡張モジュールのステータス  
LED 

2 ド ラ イブ拡張モジュールのイジェ ク ト  レ
バー（2） 
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ステップ 2 古いモジュールからすべてのド ラ イブを取り外し、新しいド ラ イブ拡張モジュールに移動しま
す。古いモジュールと同じ位置に各ド ラ イブを取り付けます。

ステップ 3 新しいド ラ イブ エクスパンダ モジュールを取り付けます（サーバ ベイ  2 のみ）。

a. 2 つのイジェ ク ト  レバーを開き、新しいモジュールを空のベイの位置に合わせます。

b. ミ ッ ドプレーン  コネク タ とかみ合う位置まで、モジュールをベイに押し込みます。

c. 両方のイジェ ク ト  レバーが平らにな り、ラ ッチがモジュールの背面にロ ッ ク されるまで、両
方のイジェ ク ト  レバーを中央に向けて回転させます。

システムの I/O コン トローラ（SIOC）の交換

システムには、システムの I/O コン ト ローラ（SIOC）を  2 つまで搭載できます。 

管理アーキテクチャ と、各 SIOC 内にあるシャーシ管理コン ト ローラ（CMC）については、管理
アーキテクチャ（1-6 ページ）を参照して ください。

こ こでは、次の内容について説明します。

• 単一 SIOC システムの SIOC 交換（3-27 ページ）

• デュアル SIOC システムの SIOC の交換（3-27 ページ）

• SIOC SFP+ ポー ト速度の設定（3-28 ページ）

• デュアル SIOC であ り ながらサーバ ノードが 1 つしか搭載されていないシステムの SIOC ア
ダプタ  ファームウェアの更新（3-29 ページ）

（注） あるシャーシから別のシャーシに Cisco C3260 SIOC を移動する と、SIOC の CMC 構成は互換性の
ないものと して扱われ、自動的に削除されます。CMC はアクティブな CMC 構成と同期されます。

（注） Cisco C3160 システムの SIOC を  Cisco C3260 システムに取り付ける こ とはできません。

図 3-14 SIOC の機械的特徴 

1 レバーの蝶ネジ 2 イジェ ク ト  レバー

30
50
44

12 2
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単一 SIOC システムの SIOC 交換

システムの背面から  SIOC を取り外す場合に、システムをラ ッ クの外にスラ イ ド させる必要はあ
り ません。SIOC はシャーシの電源を切らずに交換する こ とができます。

ステップ 1 SIOC から  CMC 構成をエクスポート します。

ステップ 2 SIOC からアダプタ構成をエクスポート します。

ステップ 3 SIOC とペアになっているサーバ ノードの電源をオフにします（SIOC 1 はベイ  1 のサーバ ノー
ド とペアになっていて、SIOC 2 はベイ  2 のサーバ ノード とペアになっています）。 

個々のサーバ ノードのシャ ッ ト ダウン（3-10 ページ）を参照して ください。

ステップ 4 システムから  SIOC を取り外します。 

a. SIOC の取り付けネジを  1 本緩め、次に 2 つのヒ ンジ付きイジェ ク ト  レバーを開き、ミ ッ ドプ
レーン  コネク タから  SIOC を平らにして取り外します。

b. システムから  SIOC を引き出します。

ステップ 5 新しい SIOC を取り付けます。 

a. 内部バッ クプレーンに突き当たるまで、SIOC をベイに押し込みます。

b. SIOC の 2 つのイジェ ク ト  レバーを閉じ、そのコネク タ と ミ ッ ドプレーン  コネク タを十分に
かみ合わせます。

c. SIOC のイジェ ク ト  レバーの蝶ネジを締めます。

ステップ 6 新しい SIOC 内の CMC の起動が完了するまで待ちます。

ステップ 7 前にエクスポート した CMC 構成を、新しい SIOC の CMC にインポート します。

ステップ 8 前にエクスポート したアダプタ構成を、新しい SIOC の CMC にインポート します。

ステップ 9 前に電源をオフにしたサーバ ノードの電源をオンにします。

（注） Cisco Card NIC モードを使用している場合、このモードでは SIOC のアップ リ ンク  イン
ターフェイスを使用してシステムを管理するため、ネッ ト ワーク環境と一致するよ うに、
アップ リ ンクのポート速度を  4x10 Gbps または 40 Gbps のいずれかに設定しなければな
らない場合があ り ます。SIOC SFP+ ポート速度の設定（3-28 ページ）を参照して ください。

デュアル SIOC システムの SIOC の交換

システムの背面から  SIOC を取り外す場合に、システムをラ ッ クの外にスラ イ ド させる必要はあ
り ません。SIOC はシャーシの電源を切らずに交換する こ とができます。 

ステップ 1 SIOC 内の CMC を、スタンバイ  CMC と して設定します（まだこのよ うに設定されていない場合）。

ステップ 2 SIOC からアダプタ構成をエクスポート します。

ステップ 3 交換する  SIOC とペアになっているサーバ ノードの電源をオフにします（SIOC 1 はサーバ ノー
ド  1 とペア、SIOC 2 はサーバ ノード 2 とペアになっています）。 

個々のサーバ ノードのシャ ッ ト ダウン（3-10 ページ）を参照して ください。
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ステップ 4 システムから  SIOC を取り外します。 

a. SIOC の取り付けネジを  1 本緩め、次に 2 つのヒ ンジ付きイジェ ク ト  レバーを開き、ミ ッ ドプ
レーン  コネク タから  SIOC を平らにして取り外します。

b. システムから  SIOC を引き出します。

ステップ 5 新しい SIOC を取り付けます。 

a. 内部バッ クプレーンに突き当たるまで、SIOC をベイに押し込みます。

b. SIOC の 2 つのイジェ ク ト  レバーを閉じ、SIOC コネク タ と ミ ッ ドプレーンを十分にかみ合
わせます。

c. SIOC のイジェ ク ト  レバーの蝶ネジを締めます。

ステップ 6 新しい SIOC 内の CMC の起動が完了するまで待ちます。

ステップ 7 前に電源をオフにしたサーバ ノードの電源をオンにします。

アクテ ィブ CMC の構成は、新し く設置した SIOC 内のスタンバイ  CMC と自動的に同期され
ます。

（注） Cisco Card NIC モードを使用している場合、このモードでは SIOC のアップ リ ンク  イン
ターフェイスを使用してシステムを管理するため、ネッ ト ワーク環境と一致するよ うに、
アップ リ ンクのポート速度を  4x10 Gbps または 40 Gbps のいずれかに設定しなければな
らない場合があ り ます。SIOC SFP+ ポート速度の設定（3-28 ページ）を参照して ください。

ステップ 8 前にエクスポート したアダプタ構成を、新しい SIOC の CMC にインポート します。

SIOC SFP+ ポート速度の設定

任意：SIOC SFP+ ポー ト のポー ト速度を設定します。

ステップ 1 キーボード と コンソールをシステムに接続するか、リモー ト から ログインして仮想 KVM ウ ィ ン
ド ウを表示します。

ステップ 2 システムを リブー ト し、Cisco IMC 設定ユーテ ィ リ テ ィの起動を促すメ ッセージが表示されたら  
F8 を押します。

ステップ 3 最初のユーテ ィ リ テ ィ画面が表示されたら、F1 を  2 回押して 3 番目のユーテ ィ リ テ ィ画面に進
みます。この画面に、アダプタ  ポート速度の設定が表示されます。

ステップ 4 目的のポート速度を設定します。[Adapter-1] は SIOC 1 を意味し、[Adapter-2] は SIOC 2 を意味し
ます（存在する場合）。

ステップ 5 F10 を押して変更内容を保存し、ユーテ ィ リ テ ィ を終了します。
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 デュアル SIOC でありながらサーバ ノードが 1 つしか搭載されていないシステムの SIOC 
アダプタ  ファームウェアの更新

SIOC アダプタ  ファームウェアの更新の際に推奨される方法は、SIOC に関連付けられている
サーバ ノードで Cisco Host Upgrade Utility（HUU）を実行する こ とです。ただし、システムにサー
バ ノードが 1 つしかな く  SIOC が 2 つある場合、この方法はサーバ ノードに関連付けられてい
ない SIOC のファームウェアのアップグレードでは機能しません（SIOC 1 はベイ  1 のサーバ 
ノードに関連付けられており、SIOC 2 はベイ  2 のサーバ ノードに関連付けられています）。 

この場合、関連付けられていない SIOC でアダプタ  ファームウェアを手動でアップグレードす
る必要があ り ます。

• Cisco IMC GUI インターフェイスを使用した SIOC アダプタ  ファームウェアの更新（3-29 
ページ）

• Cisco IMC PMCLI インターフェイスを使用した SIOC アダプタ  ファームウェアの更新（3-30 
ページ）

Cisco IMC GUI インターフェイスを使用した SIOC アダプタ  ファームウェアの更新

ステップ 1 SIOC アダプタ  ファームウェアのアップデート をインス トールします。

a. [Admin] メニューの [Firmware Management] をク リ ッ ク します。

b. [Component] 列で、[Adapter-SIOC1] または [Adapter-SIOC2] を選択します。

c. [Update] をク リ ッ ク します。[Update Firmware] ダイアログボッ ク スが開きます。

d. SIOC アダプタ用のファームウェアを参照して選択します。

e. [Install Firmware] をク リ ッ ク して、ダウンロード と インス トールを開始します。

ステップ 2 ファームウェアをアクテ ィブにします。

a. [Component] 列で、[Adapter-SIOC1] または [Adapter-SIOC2] を選択します。

b. [Activate] をク リ ッ ク します。

（注） アクテ ィブにしたファームウェア  バージ ョ ンを実行バージ ョ ンにするにはアダプタを
リ セッ トする必要があ り ます。アダプタを リ セッ トする と、ホス ト も リ セッ ト されます。

ステップ 3 SIOC でアダプタを リ セッ ト します。

a. [Navigation] ペインの [Networking] メニューをク リ ッ ク します。

b. [Adapter Card] タブをク リ ッ ク します。[General] タブが表示されます。

c. [Adapter-SIOC1] または [Adapter-SIOC2] を選択します。

d. [General] タブの [Actions] 領域で、[Reset] をク リ ッ ク し、[Yes] をク リ ッ ク して確定します。

アダプタ とホス ト が リ セッ ト されます。アクテ ィブ化されたファームウェアが実行バージ ョ
ンにな り ます。
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Cisco IMC PMCLI インターフェイスを使用した SIOC アダプタ  ファームウェアの更新

ステップ 1 次のコマン ドを使用して、アダプタ  ファームウェアを更新してアクテ ィブにします。

Server# scope chassis
Server/chassis# update-adapter-fw <protocol> <remote server IP address> <image file path> 
<activate|no-activate> [SIOC slot number]

次に例を示します。

server1/chassis# update-adapter-fw tftp nnn.nnn.nnn.nnn /fw-image.bin activate 1 
Adapter firmware update has started.Please check the status using "show adapter 
detail".You have chosen to automatically activate the new firmware image.Please reset your 
adapter after the update finishes. 

ステップ 2 アダプタを リ セッ ト します。

（注） アクテ ィブにしたファームウェア  バージ ョ ンを実行バージ ョ ンにするにはアダプタを
リ セッ トする必要があ り ます。アダプタを リ セッ トする と、ホス ト も リ セッ ト されます。

server/chassis# adapter-reset <SIOC1 or SIOC2> 

次に例を示します。

server/chassis# adapter-reset SIOC1 

アダプタ とホス ト が リ セッ ト されます。アクテ ィブ化されたファームウェアが実行バージ ョ ン
にな り ます。

電源モジュールの交換

システムには、2 台または 4 台の電源装置を搭載する こ とができます。4 台の電源装置を設置して
いる場合、それらの電源装置は 2+2 冗長です。電力仕様（A-2 ページ）も参照して ください。

電源装置の交換または取り付けを行うには、次の手順に従います。

（注） システムに電源装置の冗長性を指定している（電源装置が 4 つある）場合は、2+2 冗長であるた
め、最大 2 台の電源装置の交換時にシステムの電源をオフにする必要はあ り ません。

ステップ 1 交換する電源装置を取り外すか、空のベイからブランク  パネルを取り外します（図 3-15 を参照）。

a. 次のいずれかの操作を実行します。

– システムに電源装置が 2 台しかない場合は、「C3260 システムのシャ ッ ト  ダウンおよび
電源オフ」セクシ ョ ン（3-9 ページ）の説明に従ってシステムをシャ ッ ト ダウンし、電源を
オフにします。 

– システムに 4 台の電源装置が搭載されている場合、システムの電源を切る必要はあ り ま
せん。

b. 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。

c. 電源装置のハンドルをつかみながら、リ リース  レバーをハンドルに向けてひねり ます。

d. 電源装置をベイから引き出します。 
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ステップ 2 次のよ うにして、新しい電源装置を取り付けます。 

a. 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。

b. リ リース  レバーがロ ッ ク されるまで、電源装置をベイに押し込みます。

c. 電源コードを新しい電源装置に接続します。

d. システムの電源を切った場合は、システムの電源ボタンを  4 秒間押したままにして、主電源
モードに戻します。 

図 3-15 電源装置の取り外しおよび取り付け 

サーバ ノード内の DIMM の交換

サーバ ノード内の DIMM を交換するには、ご使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト を参照して
ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

サーバ ノード内の CPU およびヒートシンクの交換

サーバ ノード内の CPU を交換するには、ご使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト を参照して
ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

1 電源装置リ リース  レバー 2 電源装置ハンドル
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サーバ ノード内のストレージ コン トローラ  カードの交換

サーバ ノード内のス ト レージ コン ト ローラ  カードを交換するには、ご使用のサーバ ノードの
サービス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

サーバ ノード内のソリ ッ ド  ステート  ド ライブの交換（C3X60 M4 のみ）

C3X60 M4 サーバ ノード内のソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ（SSD）を交換するには、C3X60 M4 の
サービス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

サーバ ノード内の RTC バッテリの交換

サーバ ノード内の RTC バッテ リ を交換するには、ご使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト を
参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

サーバ ノード内の内部 USB ド ライブの交換（C3X60 M3 のみ）

C3X60 M3 サーバ ノード内の内部 USB ド ラ イブの交換手順、および USB ポート をイネーブルま
たはディセーブルにする手順については、C3X60 M3 のサービス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

サーバ ノード内でのト ラステッ ド  プラッ ト フォーム モジュール
（TPM）の取り付け

サーバ ノード内に TPM を取り付けるには、ご使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト を参照し
て ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

I/O エクスパンダの交換（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）

UCS C3X60 M4 サーバ ノードには、上部にオプシ ョ ンの I/O エクスパンダが接続されている場合
があ り ます。I/O エクスパンダを交換するには、Cisco UCS C3X60 M4 サーバ ノードのサービス  
ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note
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I/O エクスパンダ内の PCIe カードの交換（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）

オプシ ョ ンの I/O エクスパンダ内の PCIe カードを交換するには、Cisco UCS C3X60 M4 サーバ 
ノードのサービス  ノー ト を参照して ください。 

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

C3260 SIOC 内の RTC バッテリの交換

リ アルタイム  ク ロ ッ ク（RTC）バッテ リは、SIOC が電源から外されても設定を維持します。SIOC 
内のバッテ リのタ イプは CR1632 です。シスコでは、ほとんどの電器店から購入できる、業界標準
の CR1632 バッテ リ をサポート しています。

（注） RTC バッテ リが取り外されるか、または完全に電力を失う と、SIOC の CMC に保存された設定は
完全に失われます。新しいバッテ リ を取り付けてから、CMC 設定を再設定する必要があ り ます。

ステップ 1 取り外す SIOC とペアになっているサーバ ノードの電源をオフにします（SIOC 1 はサーバ ノー
ド  1 とペア、SIOC 2 はサーバ ノード  2 とペアになっています）。個々のサーバ ノードのシャ ッ ト
ダウン（3-10 ページ）を参照して ください。

ステップ 2 システムから  SIOC を取り外します。 

a. SIOC の取り付けネジを  1 本緩め、次に 2 つのヒ ンジ付きイジェ ク ト  レバーを開き、ミ ッ ドプ
レーン  コネク タから  SIOC を平らにして取り外します。

b. システムから  SIOC を引き出します。

ステップ 3 システム  I/O コン ト ローラ（SIOC）のカバーの取り外し（3-13 ページ）の説明に従って、SIOC カ
バーを取り外します。

ステップ 4 バッテ リ をてこの原理でそっ と外し、SIOC ボードのソケッ ト から持ち上げます。

ステップ 5 新しいバッテ リ をソケッ ト に挿入し、水平になるまで押します。

ステップ 6 SIOC のカバーを元に戻します。

ステップ 7 SIOC をシステムに戻します。 

a. 内部ミ ッ ドプレーンに突き当たるまで、SIOC をベイに押し込みます。

b. SIOC の 2 つのレバーを閉じ、SIOC コネク タ とバッ クプレーンを十分にかみ合わせます。

c. SIOC のレバーの蝶ネジを締めます。

ステップ 8 前に電源をオフにしたサーバ ノードの電源をオンにします。 

ステップ 9 この SIOC の CMC の設定を再設定します。
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サーバ ノード  ボードのサービス ヘッダー
図 3-16 C3260 SIOC 内の RTC バッテリの交換

サーバ ノード  ボードのサービス ヘッダー
サーバ ノードには、特定のサービス機能にジャンパを設定できるヘッダーが含まれます。 

サービス  ヘッダーに関する情報については、ご使用のサーバ ノードのサービス  ノー ト を参照し
て ください。 

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

1 SIOC ボードのバッテ リ  ソケッ ト 、 
CR1632 バッテ リ を使用
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システムの仕様

この付録では、Cisco UCS C3260 ス ト レージ サーバの技術仕様を示します。この付録の内容は次
のとおりです。

• システムの物理仕様（A-1 ページ） 

• システムの環境仕様（A-1 ページ） 

• 電力仕様（A-2 ページ） 

システムの物理仕様
表 A-1 に、システムの物理仕様を示します。

システムの環境仕様
表 A-2 に、システムの環境仕様を記載します。

表 A-1 物理的仕様

説明 仕様

高さ 174 mm（6.88 インチ） 

幅 444 mm（17.46 インチ） 

長さ  813 mm（32.00 インチ）

重量（最大設定） 88 kg（195 ポンド） 

表 A-2 環境仕様

説明 仕様

動作時温度 5 º C ～ 35 º C（41 º F ～ 95 º F）

非動作時温度 – 40 º C ～ 65 º C（– 40 º F ～ 149 º F）

湿度、動作時 10 ～ 90 %（結露しないこ と）

湿度、非動作時 5 ～ 93 %（結露しないこ と）

動作時高度

305 m ご とに 1 °C 低下

0 ～ 3048 m（0 ～ 10,000 フ ィー ト ）
A-1
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電力仕様
 

電力仕様
表 A-3 に、各 1050 W 電源装置の仕様を示します（Cisco 部品番号 UCSC-C3X60-PSU）。

次の URL にある  Cisco UCS Power Calculator を使用する と、ご使用のシステム構成の電源に関する
詳細情報を取得できます。

http://ucspowercalc.cisco.com

高度、非動作時 0 ～ 12,192 m（0 ～ 40,000 フ ィー ト ）

音響ノ イズ、動作時 LWAd 5.4 Bel 

LpAm 38 dBA

表 A-2 環境仕様（続き）

説明 仕様

表 A-3 1050 W 電源装置の仕様

説明 仕様

AC 入力電圧 公称範囲：100 ～ 120 VAC、200 ～ 240 VAC

（範囲：90 ～ 132 VAC、180 ～ 264 VAC）

AC 入力周波数 公称範囲：50 ～ 60 Hz

（範囲：47 ～ 63 Hz）

最大 AC 入力電流 100 VAC で 12.5 A

208 VAC で 6 A

最大入力電圧 1250 VA @ 100 VAC

PSU あた りの最大出力電力 800 W @ 100 ～ 120 VAC

1050 W @ 200 ～ 240 VAC

最大突入電流 15 A（サブサイ クル期間）

最大保留時間 12 ms @ 770 W

電源装置の出力電圧 12 VDC

電源装置のスタンバイ電圧 12 VDC

効率評価 Climate Savers Platinum Efficiency（80Plus Platinum 認証済み）

フォーム  ファ ク タ RSP2

入力コネク タ IEC320 C14
A-2
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電源コードの仕様

この付録では、サポート対象の電源コードの仕様について説明します。

サポート される電源コードおよびプラグ
各電源装置には個別の電源コードがあ り ます。サーバとの接続には、標準の電源コード または
ジャンパ電源コードを使用できます。ラ ッ ク用のジャンパ電源コードは、必要に応じて標準の電
源コードの代わりに使用できます。 

（注） 使用できるのは、サーバに付属している認定済みの電源コード またはジャンパ電源コードだけ
です。

表 B-1 に、サーバ電源装置の電源コードを示します。 

表 B-1 サポート対象のサーバ用電源コード

説明

長さ

フ ィート メートル

CAB-250V-10A-BR

電源コード、250 VAC 10 A、ブラジル 

8.2 2.5

CAB-250V-10A-CN

電源コード、250 VAC 10 A、中華人民共和国 

8.2 2.5

CAB-9K10A-AU

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、オース ト ラ リ ア  

8.2 2.5

CAB-9K10A-EU

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、ヨーロ ッパ

8.2 2.5

CAB-9K10A-IT

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、イ タ リ ア 

8.2 2.5

CAB-9K10A-SW

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、ス イス  

8.2 2.5
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サポート される電源コードおよびプラグ
CAB-9K10A-TWN

N5000 電源コード、125 VAC 15A、台湾

8.2 2.5

CAB-9K10A-UK

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、英国 

8.2 2.5

CAB-9K12A-NA

N5000 電源コード、125 VAC、15 A、NEMA 5-15 プラグ、北米

8.2 2.5

CAB-AC-L620-C13

電源コード、NEMA L6-20-C13 コネク タ

6.6 2.0

CAB-C13-C14-2M

キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、250 VAC 10 A、C13-C14 コネク タ

6.6 2.0

CAB-C13-C14-AC

キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、250 VAC 10 A、C13-C14 コネク
タ、埋め込み型レセプタ クル

9.8 3.0

CAB-C13-CBN

キャビネッ ト  ジャンパ電源コード、250 VAC 10 A、C13-C14 コネク タ

2.2 0.68

CAB-C19-C20-3M-JP

電源コード、C19-C20 コネク タ、日本 PSE マーク

9.8 3.0

CAB-JPN-3PIN

電源コード、90-125 VAC、12 A、NEMA 5-15、日本

7.9 2.4

CAB-N5K6A-NA

N5000 電源コード、250 VAC 6 A、北米 

8.2 2.5

CAB-250V-10A-AR

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、アルゼンチン  
8.2 2.5

CAB-250V-10A-CN

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、中国

8.2 2.5

CAB-250V-10A-ID

N5000 電源コード、250 VAC 10A、イン ド

8.2 2.5

CAB-250V-10A-IS

N5000 電源コード、250 VAC 10 A、イス ラエル

8.2 2.5

表 B-1 サポート対象のサーバ用電源コード（続き）

説明

長さ

フ ィート メートル
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ストレージ コン トローラに関する考慮事項 

サーバ ノードでサポート されるス ト レージ コン ト ローラについては、ご使用のサーバ ノードの
サービス  ノー ト を参照して ください。

• Cisco UCS C3X60 M3 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note

• Cisco UCS C3X60 M4 Server Node For Cisco UCS C3260 System Service Note
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Cisco UCS Manager 統合に適した設置方法

Cisco UCS Manager の統合には、Cisco UCS Manager 3.1(2) 以降が必要です。M3 または M4 サーバ 
ノードが搭載されたシステムを統合できますが、システムが Cisco IMC 2.0(13) 以降のファーム
ウェアを使用している必要があ り ます。

Cisco UCS の統合手順は、次の場所にある  GUI および CLI の統合ガイ ドに記載されています。

Cisco UCS C3260 サーバと  UCS Manager との統合に関するガイ ド

ご使用の Cisco UCS Manager バージ ョ ン用のガイ ドを参照して ください。
D-1
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C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco 
UCS C3260 システムへの アップグレード

• Cisco UCS C3160 システム と  C3260 システムの違い（E-1 ページ）

• M3 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 
へのアップグレード（E-2 ページ）

• M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 
へのアップグレード（E-6 ページ）

• M3 サーバ ノード  1 つが搭載された C3160 から  M4 サーバ ノード  1 つ搭載された C3260 へ
の移行（E-10 ページ）

• M4 サーバ ノードが搭載された C3260 システムへの 2 番目のサーバ ノード または SIOC の
取り付け（E-13 ページ）

（注） C3260 から  C3160 への移行はサポート されていません。C3160 を  C3260 に移行した後に、再び 
C3160 に移行する こ とはできません。 

Cisco UCS C3160 システムと  C3260 システムの違い
表 E-1 に、 Cisco UCS C3160 システム と  Cisco UCS 3260 システムの違いを記載します。 
E-1
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M3 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 へのアップグレード
M3 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ 
ノードが 1 つ搭載された C3260 へのアップグレード

この手順では、C3X60 M3 サーバ ノードを  1 つ使用している  Cisco UCS C3260 システムを、
C3X60 M4 サーバ ノードを  1 つ使用する  Cisco UCS C3260 システムにアップグレード します。 

このアップグレードに必要な品目

ハードウェア

• M3 サーバ ノード  1 つと  SIOC を  1 つ搭載した Cisco UCS C3260 システム。アップグレード
を開始する前に、すべてのシャーシとサーバ ノード  コンポーネン ト が Cisco IMC 2.0(7) また
は 2.0(9) ファームウェアを実行している必要があ り ます。 

• Cisco IMC 2.0(13) 以降のファームウェア（工場出荷時のデフォル ト ）を実行している新しい 
M4 サーバ ノード。

Software

• DHCP サーバで設定されたか、スタテ ィ ッ ク  IP アド レス と して手動で入力した、最大 5 個の 
IP アド レス。詳細については、「システム  IP アド レス（2-10 ページ）」を参照して ください。

• Cisco IMC 2.0(7) または 2.0(9) ファームウェアの最新の Host Upgrade Utility パッケージ。こ
れを使用して、M3 ノードが搭載された Cisco C3260 システム全体を前提条件のファーム
ウェアに更新します。

表 E-1 Cisco UCS C3160 システムと  Cisco UCS C3260 システムの違い

システム

Cisco 
IMC 
ファーム
ウェアの
最小要件

サポート される  
SIOC

サポート されるサー
バ ノードの数

サポート
される背
面パネル 
SSD ド ラ
イブ

サポート
される  I/O 
エクスパ
ンダ モ
ジュール

右前面の
ハンドル
のラベル

UCSM 管理対
象またはスタ
ンドアロン

UCS 
Manager 
の最小
要件

C3160 2.0(3) UCSC-C3160-SIOC

アダプタ  カードを
使用する場合：

VIC 1227 または 
VIC 1227-T

M3 サーバ ノード  X 1

（インテル Xeon v2 
ベース）

2 No C3160 スタン ドアロ
ンのみ

該当
なし

M3 サー
バ ノード
が搭載さ
れた 
C3260

2.0(7) UCSC-C3260-SIOC

統合 VIC 1300 シ
リーズのチップ

M3 サーバ ノード  X 
1 または 2

（インテル Xeon v2 
ベース）

4 No C3260 スタン ドアロ
ンまたは
UCSM モード 1

1. UCSM モードには、Cisco IMC 2.0.13 以降および UCS Manager 3.1(2) 以降が必要です。

3.1(2)

M4 サー
バ ノード
が搭載さ
れた 
C3260

2.0(13) UCSC-C3260-SIOC

統合 VIC 1300 シ
リーズのチップ

M4 サーバ ノード  X 
1 または 2

（インテル Xeon v4 
ベース）

4 Yes C3260 スタン ドアロ
ンまたは 
UCSM モード

3.1(2)
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M3 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 へのアップグレード
• Cisco IMC 2.0(13) 以降のファームウェアの Host Upgrade Utility パッケージ。これを使用し
て、システムを  M4 サーバ ノード要件にアップグレード します。

このユーテ ィ リ テ ィのダウンロード手順および使用方法については、HUU ガイ ドで、ご使用
の リ リースのガイ ドに記載の手順を参照して ください。

アップグレードの考慮事項

以下の点に注意して ください。

• アップグレード後に、個々のサーバ ノードにハード  ド ラ イブをマップするためのド ラ イブ 
ゾーン分割を手動で定義する必要があ り ます。

• アップグレード後に、ブー ト  SSD によってオペレーティ ング  システムが失われる可能性が
あ り ます。この例では、オペレーテ ィ ング  システムをブート  SSD に再インス トールします。

アップグレード手順

手順の概要

1. M3 サーバ ノードが搭載された C3260 システム全体が 2.0(7) または 2.0(9) を実行している
こ と を確認します。

2. M3 サーバ ノードが搭載された C3260 システム全体を  2.0(13) にアップグレード します。

3. すべての電源コードを抜き、システムから電源を取り外します。

4. M3 サーバ ノードを  M4 サーバ ノード と交換します。 

5. ケーブルと電源コードをつなぎ直します。

6. システムを起動させ、CMC と  BMC を工場出荷時のデフォル ト に設定します。

7. IP アド レス とネッ ト ワークの設定を行います。

8. ハード  ド ラ イブのド ラ イブ ゾーン分割を実施します。

M3 サーバ ノードが搭載された C3260 システムの M4 サーバ ノードが搭載された C3260 へ
のアップグレード

注意 M4 サーバ ノードにアップグレードする前に、システムのファームウェアを必要な最小レベルに
アップグレードする必要があ り ます。古いバージ ョ ンのファームウェアは新しい CPU を認識で
きないため、サーバがブート不可能にな り ます。

ステップ 1 アップグレードを開始する前に、M3 サーバ ノードが搭載された Cisco C3260 システム全体が 
Cisco IMC 2.0(7) または 2.0(9) ファームウェアを実行している こ と を確認します。

システムがそれよ り前のバージ ョ ンを実行している場合は、リ リース  2.0(7) または 2.0(9) の 
C3260 Host Upgrade Utility（HUU）をダウンロード して実行して ください。Host Upgrade Utility の
ダウンロード手順と使用方法については、HUU ガイ ドに用意されている、リ リース  2.0(7) または 
2.0(9) の Host Upgrade Utility ユーザ ガイ ドを参照して ください。

ステップ 2 2.0(13) 用の C3260 HUU を使用して、システム全体を  Cisco IMC リ リース  2.0(13) にアップグ
レード します。
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 へのアップグレード
（注） C3160 ダウンロード  ページからではな く、C3260 ダウンロード  ページからの 2.0(13) 
HUU を使用して ください。

ステップ 3 すべてのコンポーネン ト が Cisco IMC 2.0(13) にアップグレード されている こ と を確認します。

CMC、BMC、BIOS、SAS エクスパンダ、および SIOC アダプタのファームウェア  バージ ョ ンを確
認します。

ステップ 4 シャ ッ ト  ダウンして、システム全体の電源を切り ます。完全に電源を切るためには、すべての電
源コードを抜く必要があ り ます。

ステップ 5 既存の M3 サーバ ノードを取り外し、いずれかのサーバ ベイで新しい M4 サーバ ノード と交換
します。 

M4 サーバ ノードの上部に I/O エクスパンダが取り付けられている場合は、それらをサーバ ベイ  
2 にサーバ ノード と と もに取り付けます。

手順については、サーバ ノードの交換（3-25 ページ）を参照して ください。

ステップ 6 システムに SIOC が 1 つしかない場合は、それが先ほど取り付けた M4 サーバ ノード と通信する
ための正しい SIOC ベイに配置されている こ と を確認します。

• 単一のサーバ ノードがサーバ ベイ  1（図 E-1 を参照）に配置されている場合、SIOC は SIOC 
ベイ  1 に設置する必要があ り ます。

• 単一のサーバ ノードがサーバ ベイ  2 に配置されている場合、SIOC は SIOC ベイ  2 に設置す
る必要があ り ます。

ステップ 7 システムに背面パネル SSD がある場合は、それが先ほど取り付けた M4 サーバ ノード と通信す
るための正しい SSD ベイに配置されている こ と を確認します。

• 単一のサーバ ノードがサーバ ベイ  1（図 E-1 を参照）に配置されている場合は、サーバ 1 ベイ
の SSD1 および SSD2 のみが使用できます。

• 単一のサーバ ノードがサーバ ベイ  2 に配置されている場合は、サーバ 2 ベイの SSD1 および 
SSD2 のみが使用できます。

図 E-1 セッ トアップ用の背面パネル コネクタ

1 40 Gb SFP+ ポート （SIOC ご とに 2 つ） 3 各サーバ ノードの KVM コンソール コネ
ク タ

2 10/100/1000 専用管理ポート
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 1 つ搭載された C3260 へのアップグレード
ステップ 8 システムに電源ケーブルを再度つなぎます。システムが起動するまで約 5 分間待ちます。 

ステップ 9 システムの背面にあるサーバ ノードの KVM コネク タに KVM ケーブル（Cisco PID N20-BKVM）
を接続します（図 E-2 を参照）。USB キーボード と  VGA モニタを  KVM ケーブルに接続します。 

ステップ 10 Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を開きます。 

a. 前面パネルの電源ボタンを  4 秒間長押しして、システムを起動します。F8 を押すよ うにとの
プロンプ ト画面が表示されるのを待ちます。

b. ブート アップ時に、Cisco IMC 設定ユーティ リ ティ を開く よ う求められたら  F8 を押します。 

このユーテ ィ リ テ ィには 3 つのウ ィ ン ド ウがあ り、F1 または F2 を押すこ とで切り替える こ
とができます。 

ステップ 11 ユーテ ィ リ テ ィによ りデフォル ト のユーザ パスワードを変更するよ う求められます。続行する
前に、デフォル ト のユーザ パスワードを設定します。

ステップ 12 すべての SIOC の CMC と、すべてのサーバ ノードの BMC を工場出荷時のデフォル ト に設定
します。 

[Factory Default] チェ ッ クボッ ク スには 2 つのオプシ ョ ンがあ り ますが、この 2 つの リ セッ トは
次の順序で実行する必要があ り ます。

a. [Chassis Controller Configuration] を選択し、変更を保存します。SIOC 内のどちらの CMC も工
場出荷時のデフォル ト に設定されます。 

b. [Server Controller Configuration] を選択し、変更を保存します。サーバ ノードはその工場出荷
時のデフォル ト状態に戻され、サーバ/ホス ト が リブー ト します。 

（注） デフォル トへの リ セッ ト後に BMC が リブー ト します。次の手順でサーバが リブー ト し
たら、F8 を押してプロンプ ト が表示されるのを確認します。

ステップ 13 プロンプ ト が表示されたら、F8 を押して、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を再度起動します。

ステップ 14 プロンプ ト が表示されたら、新しい Cisco IMC のパスワードを設定します。

ステップ 15 システムの管理、CMC、および BMC IP アド レスを設定します。 

（注） DHCP サーバを使用しており、SFP+ ケーブルが SIOC に接続されていれば、管理 IP アド レス と
ネッ ト ワーク設定はすでに入力されています。DHCP をディセーブルにする場合は、ユーザ固有
のスタテ ィ ッ ク管理 IP アド レス とネッ ト ワーク設定を設定する必要があ り ます。

ステップ 16 スタテ ィ ッ ク  IP を設定する（DHCP がディセーブルである）場合にのみ実行する手順：CMC お
よび BMC の内部 IP アド レスを、CMC および BMC のスタテ ィ ッ クな内部 IP アド レスの設定
（2-15 ページ）の説明に従って、Cisco IMC インターフェイスを使用して設定します。

ステップ 17 Cisco IMC（GUI または CLI）を使用して、個々のサーバ ノードにハード  ド ラ イブをマップする
ハード  ド ラ イブのゾーン分割を定義します。

• Cisco IMC GUI を使用：

a. いずれかの SIOC で CMC の IP アド レスを使用して、Cisco IMC 管理ソフ ト ウェアにログイ
ンします。

b. 次のタブに移動します。

[Chassis] > [Inventory] > [Dynamic Storage] > [Zoning]

c. ド ラ イブを選択し、サーバ 1 またはサーバ 2 に割り当てます。
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 へのアップグレード
• Cisco IMC CLI を使用して、ご自身の選択内容に合わせ次のコマン ドを入力します。

Server# scope chassis
Server /chassis# scope dynamic-storage
Server /chassis/dynamic-storage# assign-drive <server ID> <drive-slotid-list>

次に例を示します。

Server# scope chassis
Server /chassis # scope dynamic-storage
svbu-huu-sanity-col2-1-vcmc /chassis/dynamic-storage # assign-drive server2 27
Are you sure you want to assign drives 27 to server2
Enter 'yes' to confirm -> yes
assign-drive operation successful.

ステップ 18 システムに 2 番目のサーバ ノードおよび SIOC を追加する場合は、M4 サーバ ノードが搭載さ
れた C3260 システムへの 2 番目のサーバ ノード または SIOC の取り付け（E-13 ページ） に進み
ます。

M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ 
ノードが 2 つ搭載された C3260 へのアップグレード

この手順では、C3X60 M3 サーバ ノード  2 つ使用している  Cisco UCS C3260 システムを、C3X60 
M4 サーバ ノードを  2 つ使用する  Cisco UCS C3260 システムにアップグレード します。 

このアップグレードに必要な品目

ハードウェア

• M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された Cisco UCS C3260 システムアップグレードを開始する前
に、すべてのシャーシとサーバ ノード  コンポーネン ト が Cisco IMC 2.0(7) または 2.0(9) 
ファームウェアを実行している必要があ り ます。 

• Cisco IMC 2.0(13) 以降のファームウェア（工場出荷時のデフォル ト ）を実行している新しい 
M4 サーバ ノード。

Software

• DHCP サーバで設定されたか、スタテ ィ ッ ク  IP アド レス と して手動で入力した、最大 5 個の 
IP アド レス。詳細については、「システム  IP アド レス（2-10 ページ）」を参照して ください。

• Cisco IMC 2.0(7) または 2.0(9) ファームウェアの最新の Host Upgrade Utility パッケージ。こ
れを使用して、M3 ノードが搭載された Cisco C3260 システム全体を前提条件のファーム
ウェアに更新します。

• Cisco IMC 2.0(13) 以降のファームウェアの Host Upgrade Utility パッケージ。これを使用し
て、システムを  M4 サーバ ノード要件にアップグレード します。

このユーテ ィ リ テ ィのダウンロード手順および使用方法については、HUU ガイ ドで、ご使用
の リ リースのガイ ドに記載の手順を参照して ください。
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 へのアップグレード
アップグレードの考慮事項

以下の点に注意して ください。

• アップグレード後に、個々のサーバ ノードにハード  ド ラ イブをマップするためのド ラ イブ 
ゾーン分割を手動で定義する必要があ り ます。

• アップグレード後に、ブー ト  SSD によってオペレーティ ング  システムが失われる可能性が
あ り ます。この例では、オペレーテ ィ ング  システムをブート  SSD に再インス トールします。

アップグレード手順

手順の概要

1. M3 サーバ ノードが搭載された C3260 システム全体が 2.0(7) または 2.0(9) を実行している
こ と を確認します。

2. M3 サーバ ノードが搭載された C3260 システム全体を  2.0(13) にアップグレード します。

3. すべての電源コードを抜き、システムから電源を取り外します。

4. M3 サーバ ノードを  M4 サーバ ノード と交換します。 

5. ケーブルと電源コードをつなぎ直します。

6. システムを起動させ、CMC と  BMC を工場出荷時のデフォル ト に設定します。

7. IP アド レス とネッ ト ワークの設定を行います。

8. ハード  ド ラ イブのド ラ イブ ゾーン分割を実施します。

M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 システムの M4 サーバ ノードが 2 つ搭載された 
C3260 へのアップグレード

注意 M4 サーバ ノードにアップグレードする前に、システムのファームウェアを必要な最小レベルに
アップグレードする必要があ り ます。古いバージ ョ ンのファームウェアは新しい CPU を認識で
きないため、サーバがブート不可能にな り ます。

ステップ 1 アップグレードを開始する前に、M3 サーバ ノードが搭載された Cisco C3260 システム全体が 
Cisco IMC 2.0(7) または 2.0(9) ファームウェアを実行している こ と を確認します。

システムがそれよ り前のバージ ョ ンを実行している場合は、リ リース  2.0(7) または 2.0(9) の 
C3260 Host Upgrade Utility（HUU）をダウンロード して実行して ください。Host Upgrade Utility の
ダウンロード手順と使用方法については、HUU ガイ ドに用意されている、リ リース  2.0(7) または 
2.0(9) の Host Upgrade Utility ユーザ ガイ ドを参照して ください。

ステップ 2 2.0(13) 用の C3260 HUU を使用して、システム全体を  Cisco IMC リ リース  2.0(13) にアップグ
レード します。

SIOC 1 アダプタのファームウェアをアップグレードするにはサーバ ノード  1 の HUU を起動しま
す。SIOC 2 のファームウェアをアップグレードするには、サーバ ノード  2 の HUU を起動します。
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 へのアップグレード
（注） SIOC アダプタのファームウェアをアップグレードするには、その SIOC を制御するサー
バ ノードの HUU を起動する必要があ り ます。SIOC 1 アダプタのファームウェアをアッ
プグレードするにはサーバ ノード  1 の HUU を起動します。SIOC 2 のファームウェアを
アップグレードするには、サーバ ノード  2 の HUU を起動します。

（注） C3160 ダウンロード  ページからではな く、C3260 ダウンロード  ページからの 2.0(13) 
HUU を使用して ください。

ステップ 3 すべてのコンポーネン ト が Cisco IMC 2.0(13) にアップグレード されている こ と を確認します。

CMC、BMC、BIOS、SAS エクスパンダ、および両方の SIOC アダプタのファームウェア  バージ ョ
ンを確認します。

ステップ 4 シャ ッ ト  ダウンして、システム全体の電源を切り ます。完全に電源を切るためには、すべての電
源コードを抜く必要があ り ます。

ステップ 5 既存の M3 サーバ ノードを取り外し、新しい M4 サーバ ノード と交換します。 

手順については、サーバ ノードの交換（3-25 ページ）を参照して ください。

図 E-2 セッ トアップ用の背面パネル コネクタ

ステップ 6 システムに電源ケーブルを再度つなぎます。初回のブート時には、サーバ ノードが起動してスタ
ンバイ電源モードになるまでに約 5 分かかり ます。 

ステップ 7 システムの背面にあるいずれかのサーバ ノードの KVM コネク タに KVM ケーブル（Cisco PID 
N20-BKVM）を接続します（図 E-2 を参照）。USB キーボード と  VGA モニタを  KVM ケーブルに
接続します。 

ステップ 8 Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を開きます。 

a. 前面パネルの電源ボタンを  4 秒間長押しして、システムを起動します。F8 を押すよ うにとの
プロンプ ト画面が表示されるのを待ちます。

1 40 Gb SFP+ ポート （SIOC ご とに 2 つ） 3 各サーバ ノードの KVM コンソール コネ
ク タ

2 10/100/1000 専用管理ポート
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 から  M4 サーバ ノードが 2 つ搭載された C3260 へのアップグレード
b. ブート アップ時に、Cisco IMC 設定ユーティ リ ティ を開く よ う求められたら  F8 を押します。 

このユーテ ィ リ テ ィには 3 つのウ ィ ン ド ウがあ り、F1 または F2 を押すこ とで切り替える こ
とができます。 

ステップ 9 ユーテ ィ リ テ ィによ りデフォル ト のユーザ パスワードを変更するよ う求められます。続行する
前に、デフォル ト のユーザ パスワードを設定します。

ステップ 10 すべての SIOC の CMC と、すべてのサーバ ノードの BMC を工場出荷時のデフォル ト に設定し
ます。 

[Factory Default] チェ ッ クボッ ク スには 2 つのオプシ ョ ンがあ り ますが、この 2 つの リ セッ トは
次の順序で実行する必要があ り ます。

a. [Chassis Controller Configuration] を選択し、変更を保存します。SIOC 内のどちらの CMC も工
場出荷時のデフォル ト に設定されます。 

b. [Server Controller Configuration] を選択し、変更を保存します。サーバ ノードはその工場出荷
時のデフォル ト状態に戻され、サーバ/ホス ト が リブー ト します。 

（注） デフォル トへの リ セッ ト後に BMC が リブー ト します。次の手順でサーバが リブー ト し
たら、F8 を押してプロンプ ト が表示されるのを確認します。

（注） 2 番目のサーバ ノードの BMC も工場出荷時のデフォル ト に設定します。

ステップ 11 プロンプ ト が表示されたら、F8 を押して、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を再度起動します。

ステップ 12 プロンプ ト が表示されたら、新しい Cisco IMC のパスワードを設定します。

ステップ 13 システムの管理、CMC、および BMC IP アド レスを設定します。 

（注） DHCP サーバを使用しており、SFP+ ケーブルが SIOC に接続されていれば、管理 IP アド レス と
ネッ ト ワーク設定はすでに入力されています。DHCP をディセーブルにする場合は、ユーザ固有
のスタテ ィ ッ ク管理 IP アド レス とネッ ト ワーク設定を設定する必要があ り ます。

ステップ 14 スタテ ィ ッ ク  IP を設定する（DHCP がディセーブルである）場合にのみ実行する手順：CMC お
よび BMC の内部 IP アド レスを、CMC および BMC のスタテ ィ ッ クな内部 IP アド レスの設定
（2-15 ページ）の説明に従って、Cisco IMC インターフェイスを使用して設定します。

ステップ 15 Cisco IMC（GUI または CLI）を使用して、個々のサーバ ノードにハード  ド ラ イブをマップする
ハード  ド ラ イブのゾーン分割を定義します。Cisco IMC GUI または Cisco IMC CLI を使用：

• Cisco IMC GUI を使用：

a. システムの管理 IP アド レスを使用して、Cisco IMC 管理ソフ ト ウェアにログインします。

b. 次のタブに移動します。

[Chassis] > [Inventory] > [Dynamic Storage] > [Zoning]

c. ド ラ イブを選択し、サーバ 1 またはサーバ 2 に割り当てます。

• Cisco IMC CLI を使用して、ご自身の選択内容に合わせ次のコマン ドを入力します。

Server# scope chassis
Server /chassis# scope dynamic-storage
Server /chassis/dynamic-storage# assign-drive <server ID> <drive-slotid-list>
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノード  1 つが搭載された C3160 から  M4 サーバ ノード  1 つ搭載された C3260 への移行
次に例を示します。

Server# scope chassis
Server /chassis # scope dynamic-storage
svbu-huu-sanity-col2-1-vcmc /chassis/dynamic-storage # assign-drive server2 27
Are you sure you want to assign drives 27 to server2
Enter 'yes' to confirm -> yes
assign-drive operation successful.

M3 サーバ ノード  1 つが搭載された C3160 から  M4 サーバ 
ノード  1 つ搭載された C3260 への移行

この手順では、C3X60 M3 サーバ ノードを  1 つ使用している  Cisco UCS C3160 システムを、
C3X60 M4 サーバ ノードを  1 つ使用する  Cisco UCS C3260 システムにアップグレード します。 

この移行に必要な品目

ハードウェア

• サーバ ベイ  1（上部ベイ）に 1 台の M3 サーバ ノードが搭載された Cisco UCS C3160 システ
ム。移行を開始するには、システムが Cisco IMC 2.0(8) または 2.0(9) ファームウェア（他は不
可）を実行している必要があ り ます。 

• 新しいシステム  I/O コン ト ローラ（SIOC）UCSC-C3260-SIOC。この新しい SIOC は、Cisco IMC 
2.0.13 以降のファームウェア（出荷時に初期状態でインスールされています）を実行してい
る必要があ り ます。

• 新しい C3X60 M4 サーバ ノード。

Software

• DHCP サーバで設定されたか、スタテ ィ ッ ク  IP アド レス と して手動で入力した、最大 5 個の 
IP アド レス。詳細については、「システム  IP アド レス（2-10 ページ）」を参照して ください。

• Cisco IMC 2.0(8) または 2.0(9) ファームウェアの最新の Host Upgrade Utility パッケージ。こ
れを使用して、Cisco C3160 システム全体を前提条件のファームウェアに更新します。

• Cisco IMC 2.0(13) 以降のファームウェアの Host Upgrade Utility パッケージ。これを使用し
て、システムを  M4 サーバ ノード要件で Cisco C3260 にアップグレード します。

このユーテ ィ リ テ ィのダウンロード手順および使用方法については、HUU ガイ ドで、ご使用
の リ リースのガイ ドに記載の手順を参照して ください。

アップグレードの考慮事項

以下の点に注意して ください。

• アップグレード後に、個々のサーバ ノードにハード  ド ラ イブをマップするためのド ラ イブ 
ゾーン分割を手動で定義する必要があ り ます。

• アップグレード後に、ブー ト  SSD によってオペレーティ ング  システムが失われる可能性が
あ り ます。この例では、オペレーテ ィ ング  システムをブート  SSD に再インス トールします。
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノード  1 つが搭載された C3160 から  M4 サーバ ノード  1 つ搭載された C3260 への移行
移行手順

手順の概要

1. C3160 システム全体が Cisco IMC 2.0(8) または 2.0(9) を実行している こ と を確認します。

2. C3160 システム全体を  2.0(13) にアップグレード します。

3. すべての電源コードを抜き、システムから電源を取り外します。

4. C3160 SIOC を  C3260 SIOC（UCSC-C3260-SIOC）と交換します。

5. M3 サーバ ノードを  M4 サーバ ノード と交換します。 

6. ネッ ト ワーク  ケーブルと電源コードをつなぎ直します。

7. システムを起動させ、CMC と  BMC を工場出荷時のデフォル ト に設定します。

8. IP アド レス とネッ ト ワークの設定を行います。

9. ハード  ド ラ イブのド ラ イブ ゾーン分割を実施します。

M3 サーバ ノード  1 つが搭載された C3160 から  M4 サーバ ノード  1 つが搭載された C3260 へ
の移行

ステップ 1 移行を開始するには、Cisco C3160 システム全体が Cisco IMC 2.0(8) または 2.0(9) を実行してい
る必要があ り ます。

（注） 2.0(8) よ り も前の リ リースを実行している場合には、システム  ファームウェアのアップグレー
ドが必要になる こ とがあ り ます。

システムがそれよ り前のバージ ョ ンを実行している場合は、リ リース  2.0(8) または 2.0(9) の 
C3160 Host Upgrade Utility（HUU）をダウンロード して実行して ください。Host Upgrade Utility の
ダウンロード手順と使用方法については、HUU ガイ ドに用意されている、リ リース  2.0(8) または 
2.0(9) 以降の Host Upgrade Utility ユーザ ガイ ドを参照して ください。

ステップ 2 2.0(13) 用の C3160 HUU を使用して、システム全体を  Cisco IMC リ リース  2.0(13) にアップグ
レード します。

ステップ 3 シャ ッ ト  ダウンして、システム全体の電源を切り ます。完全に電源を切るためには、すべての電
源コードを抜く必要があ り ます。

ステップ 4 既存のすべての C3160 SIOC をシステムから取り外します。 

ステップ 5 SIOC ベイ  1（サーバー背面に向かって左側のベイ。図 E-3 を参照）に、1 つの新しい C3260 SIOC
（UCSC-C3260-SIOC=）を設置します。

ステップ 6 既存の M3 サーバ ノードを取り外し、いずれかのサーバ ベイで新しい M4 サーバ ノード と交換
します。 

M4 サーバ ノードの上部に I/O エクスパンダが取り付けられている場合は、それらをサーバ ベイ  
2 にサーバ ノード と と もに取り付けます。

手順については、サーバ ノードの交換（3-25 ページ）を参照して ください。

ステップ 7 必要に応じて、ネッ ト ワーク  ケーブルを新しい SIOC ポート に接続します。
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付録 E      C3X60 M4 サーバ ノードを搭載した Cisco UCS C3260 システムへの アップグレード

M3 サーバ ノード  1 つが搭載された C3160 から  M4 サーバ ノード  1 つ搭載された C3260 への移行
ステップ 8 システムにキーボード とモニタを接続します。

a. システムの背面にあるサーバ ノードの外部 KVM コネク タに KVM ケーブル（Cisco PID 
N20-BKVM）を接続します（コネク タの位置については、図 E-3 を参照）。 

b. VGA モニタ と  USB キーボードを  KVM ケーブルのコネク タに接続します。

図 E-3 セッ トアップ用の背面パネル コネクタ

ステップ 9 電源コードを接続し、システムの電源をオンにします。F8 の押下を求めるプロンプ ト が表示され
るのを待ちます。

ステップ 10 プロンプ ト が表示されたら、F8 を押して、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を起動します。 

このユーテ ィ リ テ ィには 3 つのウ ィ ン ド ウがあ り、F1 または F2 を押すこ とで切り替える こ とが
できます。 

ステップ 11 ユーテ ィ リ テ ィによ りデフォル ト のユーザ パスワードを変更するよ う求められます。続行する
前に、デフォル ト のユーザ パスワードを設定します。

ステップ 12 SIOC の CMC と、サーバ ノードの BMC を工場出荷時のデフォル ト に設定します。 

[Factory Default] チェ ッ クボッ ク スには、次の 2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。

• [Chassis Controller Configuration]：SIOC 内のどちらの CMC も工場出荷時のデフォル ト状態
に設定されます。 

• [Server Controller Configuration]：サーバ ノードはその工場出荷時のデフォル ト状態に戻さ
れ、サーバ/ホス ト が リブー ト します。 

（注） デフォル トへの リ セッ ト後に BMC および CMC が リブー ト します。次のステップに進む
前に、リ ブー ト が完了するまで待ちます。

リブー ト が完了する と、システムは C3260 シャーシと して動作します。

ステップ 13 プロンプ ト が表示されたら、F8 を押して、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を起動します。 

1 40 Gb SFP+ ポート （SIOC ご とに 2 つ） 3 各サーバ ノードの KVM コンソール コネ
ク タ

2 10/100/1000 専用管理ポート
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M4 サーバ ノードが搭載された C3260 システムへの 2 番目のサーバ ノードまたは SIOC の取り付け
ステップ 14 目的の IP アド レス、NIC モード、NIC 冗長化に応じてネッ ト ワーク  プロパティ を設定します。 

a. 5 つの IP アド レスを設定する とい う 、C3260 システムの要件に注意します。詳細については、
「システム  IP アド レス（2-10 ページ）」を参照して ください。

手順のこの時点では、システムは次の 3 つのアド レスを必要と します。

– 1 つの管理 IP アド レス

– SIOC 用に 1 つの CMC アド レス

– サーバ ノード用に 1 つの BMC アド レス

（注） DHCP サーバを使用している場合、アド レスは DHCP サーバによって定義されます。
DHCP をディセーブルにした場合は、ユーザ固有のスタテ ィ ッ ク管理 IP アド レス とネッ
ト ワーク設定を指定する必要があ り ます。

b. ネッ ト ワーク設定は、ブート時に F8 を押すと開かれる  Cisco IMC 設定ユーテ ィ リ テ ィ を使
用して行います。Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を使用したシステムのセッ ト アップ（2-13 
ページ）を参照して ください。

c. CMC および BMC コン ト ローラのスタテ ィ ッ ク  IP アド レスを設定する場合は、CMC および 
BMC のスタテ ィ ッ クな内部 IP アド レスの設定（2-15 ページ）に説明されている とおり、
Cisco IMC 管理インターフェイスを使用する こ とが求められています。

ステップ 15 任意：この時点で、2 番目のサーバ ノード と  2 番目の SIOC を  Cisco C3260 シャーシに設置できま
す。M4 サーバ ノードが搭載された  C3260 システムへの 2 番目のサーバ ノード または SIOC の取
り付け（E-13 ページ）を参照して ください。

M4 サーバ ノードが搭載された C3260 システムへの 2 番目
のサーバ ノードまたは SIOC の取り付け

• 2 番目の SIOC の設置（E-13 ページ）

• 2 番目の M4 サーバ ノードの取り付け（E-14 ページ）

2 番目の SIOC の設置

重要な点と して、新しい C3260 SIOC の CMC ファーウェアは、既存の SIOC の CMC ファーム
ウェアと同じバージ ョ ンでなければり ません。CMC のバージ ョ ンが異なる場合は、バージ ョ ン
が一致するよ うに CMC をアップグレードする必要があ り ます。 

（注） 2 番目の SIOC が挿入される と、そのシャーシ管理コン ト ローラ（CMC）はスタンバイ  CMC にな
り ます。あるシャーシから別のシャーシに C3260 SIOC を移動する と、SIOC の CMC 構成は互換
性のないものと して扱われ、自動的に削除されます。新しい SIOC CMC は、既存の SIOC のアク
テ ィブな CMC と同期されます。 
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M4 サーバ ノードが搭載された C3260 システムへの 2 番目のサーバ ノードまたは SIOC の取り付け
ステップ 1 2 番目の C3260 SIOC は、システムの電源を切らずに設置できます。

a. 内部バッ クプレーンに突き当たるまで、SIOC を空の SIOC ベイに押し込みます。

b. SIOC の 2 つのイジェ ク ト  レバーを閉じ、SIOC コネク タ と ミ ッ ドプレーン  コネク タを十分
にかみ合わせます。

c. SIOC のイジェ ク ト  レバーの蝶ネジを締めます。

ステップ 2 SFP+ ケーブルを、2 番目の SIOC 上の SFP+ ポート に接続します。 

（注） 専用 NIC モードを使用している場合は、RJ-45 イーサネッ ト  ケーブルを専用の管理ポー
ト に接続します。

ステップ 3 新しい SIOC に CMC IP アド レスを割り当てます。 

• DHCP サーバを使用するよ うに C3260 システムが設定されている場合は、それに新しい 
SIOC への CMC IP アド レスの割り当てを許可します。

• DHCP サーバを使用しない場合は、Cisco IMC インターフェイス（CLI または GUI）を使用し
て、Cisco IMC 設定ユーティ リ テ ィ を使用したシステムのセッ ト アップ（2-13 ページ） の説明
に従って、手動で新しい SIOC の CMC IP アド レスを割り当てます。 

ステップ 4 SIOC の CMC とアダプタ  ファームウェアが他の SIOC のファームウェアと一致する こ と を確認
します。一致していない場合は、SIOC のファームウェアを更新します。

2 番目の M4 サーバ ノードの取り付け

この手順に必要な品目

• Cisco IMC 2.0(13) 以降のファームウェアを実行している  M4 サーバ ノード。

手順

ステップ 1 ターゲッ ト  C3260 システムが Cisco IMC 2.0(13) 以降のファームウェアを実行している こ と を確
認します。

ステップ 2 2 番目のサーバ ノードは、システムの電源を切らずに設置できます。

a. システムにド ラ イブ エクスパンダ モジュールまたは I/O エクスパンダがある場合は、シス
テムから取り外します。 

• ド ラ イブ エクスパンダ モジュールを取り外すには、ド ラ イブ拡張モジュールの交換（3-25 
ページ） を参照して ください。

• I/O エクスパンダを取り外すには、サーバ ノードを取り外してから、I/O エクスパンダを取り
外します。I/O エクスパンダの交換（C3X60 M4 サーバ ノードのみ）（3-32 ページ）を参照して
ください。

b. 2 つのイジェ ク ト  レバーを開き、新しいサーバ ノードを空のベイの位置に合わせます。

c. サーバ ノードが ミ ッ ドプレーン  コネク タ とかみ合い、シャーシの表面と同じ高さになる位
置まで、サーバ ノードをベイに押し込みます。
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M4 サーバ ノードが搭載された C3260 システムへの 2 番目のサーバ ノードまたは SIOC の取り付け
d. 両方のイジェ ク ト  レバーが平らにな り、ラ ッチがサーバ ノードの背面にロ ッ ク されるまで、
両方のイジェ ク ト  レバーを中央に向けて回転させます。

ステップ 3 C3260 Cisco IMC CLI または GUI からサーバ ノードを管理できる こ と を確認します。新しいサー
バが CLI または GUI に表示されない場合、サーバを工場出荷時のデフォル ト に リ セッ トする必
要があ り ます。 

CLI を使用する場合の例：

C3260-Server# scope chassis
C3260-Server /chassis# show server
<Server ID> <Power state> <Serial number> <Product name> <PID> <UUID>
------------------------------------------------------
1 on FCH1848793G UCS C3260     UCSC-C3K-M4SRB 36399C1B-6E9A-4E95-BEAC-B9003DCA6C7F
2 on FCH18407MY2 UCS C3260     UCSC-C3K-M4SRB C00E5CEO-A596-45E0-82CD-0B2F0A395FAC

• サーバが CLI または GUI に表示される場合は、次の手順を実行します。

• サーバが表示されない場合は、出荷時の初期状態に設定します。

a. KVM ケーブルを使用して、先ほど挿入したサーバの背面にある  KVM コネク タにモニタ と
キーボードを接続します。

b. サーバ ノードを起動し、プロンプ ト が表示されたら、F8 を押して Cisco IMC 設定ユーテ ィ リ
テ ィ を起動します。 

c. F1 を押して、ユーティ リ テ ィの 2 番目の画面に移動します。

d. [Server Controller Configuration] の [Factory Default] オプシ ョ ンを選択します。選択したサー
バ ノードはその工場出荷時のデフォル ト状態に戻され、選択したサーバ/ホス ト が リブー ト
します。 

e. F10 キーを押して変更を保存し、サーバの BMC を リブー ト します。

f. リ ブー ト が完了するまで待ちます（約 5 分）。

ステップ 4 新しいサーバ ノードに BMC IP アド レスを割り当てます。

• DHCP サーバを使用するよ うに C3260 システムが設定されている場合は、新しいサーバ 
ノードへの BMC IP アド レスの割り当てを許可してから、次のステップに進みます。

• DHCP サーバを使用しない場合は、Cisco IMC インターフェイス（CLI または GUI）を使用し
て、手動で新しいサーバ ノードの BMC IP アド レスを割り当てます。 

CLI を使用する場合の例：

C3260-Server# scope network
C3260-Server /cimc/network# set v4-addr-bmc<n> <v4 ip-address>
C3260-Server /cimc/network# set v6-addr-bmc<n> <v6 ip-address>

詳細については、『Cisco UCS C-Series Integrated Management Controller GUI Configuration 
Guide for C3260 Servers』または『Cisco UCS C-Series Integrated Management Controller CLI 
Configuration Guide for C3260 Servers』を参照して ください。各種構成ガイ ドの リ ス トはこち
らです。

2 番目の M4 サーバ ノードが C3260 システムで使用できる状態にな り ました。
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M4 サーバ ノードが搭載された C3260 システムへの 2 番目のサーバ ノードまたは SIOC の取り付け
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